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ノートルダム清心学園  
清心中学校・清心女子高等学校 

                      校 長  三 宅 聖 子 
 
 
 この報告書をまとめあげる現在、新型コロナウイルス感染症が一日中大きな

話題となり、多くの学校が休校になっています。世界的には大きな課題であり

ながら、我が国では身近に感じられなかった感染症が、今では日常生活を脅か

すまでになってきています。昨年、一昨年の自然災害に続き、人の無力さを謙

虚に認めつつ、真摯に科学研究に取り組むことの大切さを改めて感じさせられ

ます。 
 本校のＳＳＨの取り組みは、指定１４年目（第３期４年目）を終えようとし

ています。課題研究への取り組みは、高校生ばかりでなく女子中学生の理系へ

の関心を刺激し、他教科の学習・研究へと広がりを見せています。熱心に準備

してきた３月の中学１、２年生による調べ学習発表会、中学生と高校１、２年

生による探究活動発表会は実施できなくなりましたが、全校あげての取組みは

定着してきましたし、下の学年は上の学年の発表から学び、年々成長を見せて

います。また、指導する教員も SSH 指導体験の貴重な蓄積から多くを学び、研

修や公開授業等を通して共に成長しています。 
 今年度も、諸大会で大臣賞等を受賞し、JSEC では２０１７年、２０１８年

の上位入賞に続き、今年度も最終審査で上位入賞を果たし、今年の５月に米国

で開催される国際科学技術フェア（ISEF）に挑戦することになりました。１１

回目を迎えた「集まれ！理系女子 女子生徒による科学研究発表交流会」は地

方大会の開催もさらに広がり、各地の高等学校や大学と連携して、理系女子の

研究発表と交流の場として定着しつつあります。  
 今後も、全校体制、全教育活動での取組みを目指して努力を続けてゆきたい

と思っております。 
ご支援いただいております文部科学省、科学技術振興機構（ＪＳＴ）をはじ

め、ご指導いただいております運営指導委員の先生方、各大学、研究機関の皆

さまに心より御礼申し上げます。 

 
令和２年３月３日 
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別紙様式１－１ 

ノートルダム清心学園 清心中学校清心女子高等学校 指定第３期目 28～32

 

❶令和元年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

① 研究開発課題  

EGGS ～Education for Global Girls’Scientists～ 

グローバル社会で活躍する女性研究者育成の教育プログラムの開発 

② 研究開発の概要  

本研究では①豊富な自然体験や大学と連携した実習、課題研究を行うことにより、研究者として必要な

資質を育成できる②科学関連の英語ディベートで国際的に活躍できる女性研究者の基盤を構築できる③地

域・大学等が連携し、女子理系進学支援を目指していくシステムを構築することで、社会の意識改革を進

めることができる④クロスカリキュラムの開発により、様々な場面で科学に触れ、科学的な思考に慣れる

ことができるという仮説にもとづき、次の５つのテーマで研究開発を行う。 

（1）女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 

（2）グローバル社会で活躍するために必要となる語学力並びに国際感覚の育成 

（3）地球が抱える課題解決に向けたESDプログラムの開発 

（4）理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 

（5）地域・大学・大学院との連携の強化による、女子理系進学支援という共通目的を達成するシステムの構築 

③ 令和元年度実施規模  

本研究は高等学校１年次から理系分野への進学をめざした「生命科学コース」の生徒を主たる対象とし

て、２年次から文系・理系分野の科目を選択する「文理コース」及び併設の清心中学校生徒を含む全校生

徒を対象に実施する。SSH 主対象生徒数は、１学生 159 名のうち 25 名、２年生 161 名の内 38 名、３年生

124 名の内 27 名である。 

④ 研究開発内容  

○研究計画  

第１年次：１年生には上記(1)～(5)の研究開発テーマに関連する研究事項を、また２年生には旧プログラ

ムの２年生用の研究事項を実施した。 

第２年次：第１年次に実施したものを発展させ、新規に「探究数学Ⅱ」、「SSH科学課題研究」、「亜熱帯

自然探究」を実施した。 

第３年次：第２年次に実施したものを発展させ、新規に３年生に「探究数学Ⅲ」を実施した。 

第４年次:中間評価の結果を踏まえて、各テーマの内容に補充修正を加えて、以下の通り実施した。 

研究テーマ（1）女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 

「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「生命科学入門」「SSH 科学課題研究」「中学校課題研究」「科学系クラブ

活動」「生命科学 Labo」「亜熱帯自然探究」「ＳＳＨ授業公開」を継続実施。 

研究テーマ（2）グローバル社会で活躍するために必要となる語学力並びに国際感覚の育成 

「実践英語」「外国人教師を担任とした学級経営」「グローバル自然探究」「オーストラリア研修」

を実施。 

研究テーマ（3）地球が抱える課題解決に向けたＥＳＤプログラムの開発  

「グリーンサイエンス」「生命科学 Labo Junior」「学校ビオトープの維持・管理」「校内里山づく

り」「ＳＤ(Sustainable Development)委員会」の継続実施に加え「社会科学系課題研究」を新規実施。

研究テーマ（4） 理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 

「ＳＳＨ科学英語研究会」「ＳＳＨ・ＳＧＨa 研究成果発表会」を開催。 

研究テーマ（5） 地域・大学・大学院との連携の強化による、女子理系進学支援という共通目的を達成

するシステムの構築 

東京での「集まれ！理系女子 科学研究発表交流会」及び九州・四国・関西・東北の４地方大会に加え

て、中国・沖縄大会を新規に開催。「女性科学研究者との交流会」を継続して実施。 

第５年次        

４年次までの実践を踏まえ、研究テーマごとにプログラム全体を完成し、グローバル社会で活躍する女

性研究者育成の教育プログラムを開発する取組みとしての成果と課題を明らかにする。 

 

 

 



○教育課程上の特例等特記すべき事項 

第１学年において「数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ」(６単位)を減じ、代わりに学校設定科目「探究数学Ⅰ」(６単位)

を設定する。生命科学コース（１クラス）では、第１学年において「社会と情報」(２単位)を減じ、代わ

りに「生命科学入門」(２単位)を設定する。第２学年生命科学コースは「社会と情報」(２単位)を減じて

「ＳＳＨ科学課題研究」(２単位)を設定する。それ以外のコースは選択者に対して「総合的な学習」(２単

位)を減じて「ＳＳＨ科学課題研究」を設定する。（注：現第１学年より教育課程を一部変更） 

 

○令和元年度の教育課程の内容 

コース 生命科学コース 文理コース・ＮＤＳＵ特別進学コース 

第１学年 「探究数学Ⅰ」（６単位） 

「グローバル自然探究」（１単位） 

「生命科学入門」（２単位） 

「探究数学Ⅰ」（６単位） 

「グローバル自然探究」（１単位）※選択者 

第２学年 「探究数学Ⅱ」（６単位） 

「グリーンサイエンス」（２単位） 

「ＳＳＨ科学課題研究」（２単位） 

「亜熱帯自然探究」（１単位） 

「探究数学Ⅱ」（６単位）※選択者 

「グローバル自然探究」(１単位)※選択者 

「ＳＳＨ科学課題研究」(２単位) ※選択者 

 

第３学年 「探究数学Ⅲ」（６単位）※選択者 「探究数学Ⅲ」（６単位）※選択者 

全学年 「実践英語」（１単位）  

 

○具体的な研究事項・活動内容 

研究テーマ（1） 女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 

「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」…数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ａ・Ｂの学習単元を組み替えて実施。理科や情報の学習内容

（特に数値処理方法）とも融合させたうえで探究的な授業を展開した。 

「生命科学入門」…生命科学コース１年生を対象に、１、２学期はコンピュータを用いた情報処理・プレ

ゼンテーション技術の習得、及び国語科と連携した資料読解・文章表現の学習を展開した。３学期に

は大学等の研究者による研究紹介を実施した。 

「ＳＳＨ科学課題研究」…発生生物学、生物工学、時間生物学、植物生理学、菌類キノコ学、有機化学、磁

性物理学、栄養学、食品科学、数学など多岐にわたるテーマの課題研究を進め、学会等で発表した。

「中学校課題研究」…併設中学の３年生の理科の授業で、課題研究の指導方法を開発した。 

「科学系クラブの活動」…併設中学校の生徒も交えた生物部、科学部の調査・実験を発展させて、科学コ

ンテスト等で研究成果を発表した。 

「生命科学Labo」…生命科学コース１年生が甲南大学において、７月、９月、12月に生物・化学分野の実

習を行い、８月の夏季休暇中には広島大学向島臨海実験所で２泊３日の合宿形式で海洋実習を行った。

「亜熱帯自然探究」…生命科学コース２年生が10月上旬に琉球大学亜熱帯フィールド科学教育センター等

で亜熱帯生態系をテーマとしたフィールドワークを実施した。また沖縄科学技術大学院大学において

生態学研究者の講演や施設見学を行った。 

「SSH授業公開」…「課題解決のための論理的思考力の育成」をテーマとした教材開発を国語・社会・数学

・理科・英語の５教科で行い、11月の研究成果発表会で中学・高校各１クラスずつ計10クラスで授業

を公開した。 

研究テーマ（2） グローバル社会で活躍するために必要となる語学力並びに国際感覚の育成 

「グリーンサイエンス」…生命科学コース２年生を対象に、フィールドワークによる環境調査、校内の自

然環境の整備、専門家による講義を３本柱として、自然保護、環境保全について理解を深めた。 

「生命科学Labo Junior」…併設中学３年生を対象に、４月27日と９月28日に岡山県自然保護センターにて

フィールドワークを実施した。それぞれ午前に植物、午後に動物に関する観察・実習を行った。 

「学校ビオトープの維持・管理」…生命科学コース２年生がビオトープ内に繁茂するアオミドロや落ち葉

・雑草の除去、植相の整備を進めた。ビオトープ内の富栄養化を防止し、高い透明度を維持した。 

「校内里山づくり」…併設中学２年生が春季に竹林整備も兼ねて、タケノコの収穫を行った。冬には有志

の生徒たちで校内の里山環境を維持するために、樹木の伐採や下枝刈りを行った。 

「ＳＤ委員会」…生徒会の管理下にある各種委員会のトップにＳＤ委員会を設置し、生徒中心にＳＤ活動

を展開していった。今年度は①SDGs啓発ポスターの作成と掲示、②ベルマークを収集して教育助成団

体へ寄付、③アフガニスタンへのランドセル寄贈を行った。 

「社会科学系課題研究の実践」…２年生の総合的な学習で設定された講座「女性」や「中国語」、３年生

の「社会科学課題研究」の授業及び有志のフィリピンスタディツアー参加者で社会科学系の課題研究

を進めていった。 



研究テーマ（4） 理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 

「ＳＳＨ科学英語研究会」…６月22日、科学的な内容を含む英文を用いた教材をもとにしたCLILの実践例

を全国の教育関係者（46人）に公開し、研究協議を行った。 

「ＳＳＨ・ＳＧＨa研究成果発表会」…11月8日、本校においてＳＳＨ・ＳＧＨa事業内容の説明、生徒の研

究発表及び卒業生・女性研究者の講演を行った。 

研究テーマ（5） 地域・大学・大学院との連携の強化による、女子理系進学支援という共通目的を達成す

るシステムの構築 

「集まれ理系女子 研究発表交流会」…10月27日、東京都の早稲田大学にて２人の女性研究者の講演と、中

学生・高校生・大学生・大学院生・社会人のポスター発表を行い、様々な交流がなされた。また、地方

大会は８月に宮城学院大学、南九州大学、愛媛大学、９月には福山大学、12月には奈良女子大学、1

月には沖縄科学技術大学院大学で行い交流を深めた。 

「女性科学研究者との交流会」…生命科学コース２年生を対象に、８月21日～22日に大阪府立大学女性研究者

支援センターとの連携で同大学りんくうキャンパスにて実習と交流会を実施した。 

 

○実施による成果とその評価 

研究テーマ（1） 女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 

事業の種類・内容面で本校ＳＳＨ事業の中核を成し、全活動が課題研究に繋がるように構成している。

「探究数学Ⅰ～Ⅲ」に関して、３年生のアンケートでは、「理論・原理への興味」「思考力」「探究心」

に関して「向上した」「ある程度向上した」と肯定的に回答した割合が昨年に引き続き80％を超えた。「

中学校課題研究」は校外でも度々発表を行ったが、 終発表まで関わった生徒が「観察力」「考察力」「

発表力」で効果を実感した割合が途中段階のデータ収集まで関わった生徒よりも明らかに高かった。 終

段階まで行うことの重要性が見て取れた。「生命科学入門」に関して、今年度より国語科教員による科学

的な文章の読み方やレポート作成方法の授業を入れたことは、特に文章表現力に大きな向上が見られた。

この「生命科学入門」と「生命科学Labo」は２年生での課題研究に向けた技術面・意識面の準備の役割を

持つが、これを受講しない他コースの生徒と比較して「課題研究」の前期段階での違いは歴然としている。

また「亜熱帯自然探究」、「生命科学Labo」、中学生用の「生命科学Labo Junior」あるいは「科学系クラ

ブ」の活動など、外部組織と連携した実験・実習やフィールドワークを取り入れた活動は、事後アンケー

トによれば「自主性」「協調性」「考える力」の伸びを実感しており(約80％)、課題研究を進める上での

大きなサポートとなった。特に、本校の課題研究は女子の少人数グループで協働して進めていくため、「

協調性」は重要な要素である。課題研究の成果として、「高校生科学技術チャレンジ(JSEC)」で栗田工業

賞、「第９回バイオサミットin鶴岡」で農林水産大臣賞及び審査員特別賞、日本学生科学賞岡山県知事賞

など14件の受賞があった。「ＳＳＨ授業公開」については、授業者、参観者相互の勉強になった。 

 

研究テーマ（2） グローバル社会で活躍するために必要となる語学力並びに国際感覚の育成 

「実践英語」に関して、３年生の３年間を振り返ったアンケート回答によれば、２年生のディベートと３

年生のプレゼンテーションが も有益であった。「外国人教師を担任とした」では生徒の80%以上が「英語

の指示がわかるようになり」、50％以上の生徒は「英語を使う機会が増えた」。「グローバル自然探究」

は、日本と大きく異なる自然や文化の中での研修で、大変満足度の高い、貴重な体験となった。ほとんどの

生徒は英語でのコミュニケーションに大変さを感じていたが、植物を専門とする現地指導者と懇意になり、

様々な質問を通して理解を深めることができた。70％前後の生徒が異文化を敬う気持ちが強まった。中学３

年生の「オーストラリア研修」は１家庭に生徒１人というホームステイだった。アンケートによれば、研

修中に英語力が向上したと実感した生徒は約70％。そしてほとんどの生徒は英語の必要性を感じ、帰国後

の学習意欲が大いに高まった。ステイ先はアジア系やイスラーム系の場合や、他国からの留学生がいるこ

ともあり、密度の濃い研修となった。これらの事業は英語力や異文化理解など国際感覚の育成に効果があ

ったといえる。 

 

研究テーマ（3） 地球が抱える課題解決に向けたＥＳＤプログラムの開発 

第３期ＳＳＨで新規に取り組んだテーマである。本校が立地する二子の丘の里山環境を主な題材として

展開した。「グリーンサイエンス」では①学校周辺の外来種カメの捕獲調査とそれを題材にした課題研究

を進め、②校内の自然環境を整備し、③「ＳＤＧS街づくりコンテスト」参加で地域の問題点解決にむけて

発案し、④10人11回にわたるＥＳＤ関連の多様な講演を聴いた。生徒は協力し合い、地域との連携が進み

視野を広げることができた。中学３年生の「生命科学Labo Junior」について、４月は全員参加、９月は希

望者参加としているが、今年は希望者が倍増した。事後アンケートでは生物に直接触れる抵抗感の減少が

見られた。「学校ビオトープの維持・管理」に関しては、ビオトープ内の富栄養化を防止し、動物相の多

様性を維持することができた。「校内里山づくり」では併設中学２年生が春季に竹林整備も兼ねてタケノ



コの収穫を行い、冬には全校から「二子の丘レンジャー」を募集して、樹木の伐採や下枝刈りを行い、環

境意識を高めることができた。生徒の「ＳＤ委員会」は①ＳＤＧSの７項目達成に向けたポスターの作成と

掲示②ベルマークを収集して教育助成団体へ寄付③アフガニスタンへのランドセル寄贈を行い、意識を高

めた。「社会科学系課題研究の実践」に関して、２年生の総合的な学習「発展科目」の講座「女性」や「

中国語」、有志のフィリピンスタディツアー参加者がグループ単位で、３年生NDSUクラスが個人単位で社

会科学系の課題研究を進め、学校内外で発表した。さらに関連して、地元企業や商工会議所、公民館等と

の連携でＥＳＤ関連の多様な行事に参加交流することが、マスコミに取り上げられた。各事業の実践で学

校全体での環境保護意識やＳＤＧS達成に向けた機運は高まり社会へ浸透が進みつつある。 

 

研究テーマ（4） 理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 

 「ＳＳＨ科学英語研究会」では全国から集まった46人の教育関係者の中で、科学的内容の英文を教材と

したCLIL（内容言語統合型学習）の公開授業を行った。授業後、教育関係者での研究協議や情報交換会を

行った。ほとんどの参観者が「テーマは適切」「科学の興味付け」や「英語の習得に有効」「授業の参考

になった」と肯定的であった。ＳＳＨ事業による実践英語の学習成果を普及する良い機会となった。昨年

度より「ＳＳＨ・ＳＧＨa研究成果発表会」として、社会科学分野の課題研究発表を含めてＳＧＨaの発表

会を兼ねるものとした。生徒が本校の活動内容や研究成果を発表するとともに、卒業生や女性研究者の講

演を実施した。参加者のアンケート結果より、本校のＳＳＨ・ＳＧＨa活動に対する評価は高く、研究成果

の地域への普及に効果があったといえる。 

 

研究テーマ（5） 地域・大学・大学院との連携の強化による、女子理系進学支援という共通目的を達成す

るシステムの構築 

「集まれ！理系女子 第11回大会」の参加者は390名、参加校も36校、ポスター件数は142題に達した。参

加校はリピーターが多いが、ＳＧＨ指定校など新規校も増えている。参加した生徒は他校生徒との交流を

通じて大きな刺激を受け、課題研究に対する興味・関心を高めていった。また教員・一般来場者のアンケ

ート結果から、本事業の趣旨や理系女性の社会での必要性の認識はより高まり、女子理系進学支援という

意識向上として効果があった。これまで開催してきた４つの地方大会に中国・沖縄大会を加えて、合計45

5名、50校が参加して連携が拡大した。また「女性科学研究者との交流会」は、大阪府立大学での講義・実

習・交流会であったが、直接観察することの難しい食品中の微生物への理解が進み、動物実験など獣医学

科の学びを理解することができた。さらに女子大学院生との交流会では、全員が「理系女性の研究生活の

様子を知り」、80％以上が「視野が広がった」とし、生徒にロールモデルを示すことにもなった。 

 

○実施上の課題と今後の取組 

（１）本校の課題研究活動の６年間の流れの中で、高校１年で生命科学コース以外の生徒に探究活動のブ

ランクが生じている。高校で高いレベルの課題研究を進めるうえで、生命科学コースは「生命科学

入門」「生命科学Labo」で知識的・技術的な準備をするが、それを設定していない他コースでは様

々な教科でカバーしていく必要がある。 

（２）社会科学系の課題研究を広げたが、ＳＳＨ13年の経験を持つ自然科学系の研究のレベルに比べて、

大きく後れを取っている。文系教師の勉強のためにＳＳＨ校の成果発表会等に積極的に派遣するこ

とにした。また夏期職員研修では本校ＳＳＨで行われた実践例をもとに、探究活動の指導に必要な

視点と関わり方を、文系・実技系を含めた全教員が学び、各々が授業の組み立て方を考えた。生徒

については他校生徒の発表を聞いたり、競い合ったりする経験はその後の大きなモチベーションと

なるので、参加機会を増加させた。 

（３）昨年から継続している評価方法の研究である。体験的活動の評価、研究内容の評価、行事の評価、

生徒の変容に対する評価、研究開発課題への到達度の評価など様々な評価をどのように行うかが大

きな課題である。運営指導委員からはそれぞれの専門的な見地からの包括的な講評を、実習指導の

先生からはその場面での講評をいただいている。また研究会・発表会では第三者として参観者の意

見や感想から、生徒の変容についてはアンケートによる事前事後の意識の変化をみるなど色々な側

面から評価をしてきたが、客観的なデータ数値での成果が不足している。課題研究については、

終的な成果としてコンテスト・コンクールの受賞という評価があるが、伸びていく過程については、

これまでのルーブリック評価等に加えて、一昨年から「研究力」をはかるリサーチリテラシーテス

トを学期ごとに実施している。これまでの調査により、記載された実験の仮説や目的を正しく捉え

て更なる実験計画を立てる際に、課題研究の経験が特に活かされること、また、文章で記載された

実験データについて批判的思考をもとに客観的に捉える力は、課題研究の取組に影響を受けること

が確認できた。今後もこれを継続して、個人の伸びを測定し、評価方法として確立したい。 

  



別紙様式２－１ 

ノートルダム清心学園清心中学校清心女子高等学校 指定第３期目 28～32

 

❷令和元年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

① 研究開発の成果  

研究テーマ（1） 女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 

５つの研究テーマの中で特に事業の種類・内容が豊富で、本校ＳＳＨ事業の中核をなす部分であり、全

ての活動は課題研究の完成度を高めることに繋げている。「探究数学」は数学的思考力の育成と課題研究

との接続を狙いとした。３年生のアンケートでは「理論・原理への興味」「思考力」「探究心」に関して

「向上した」「ある程度向上した」と肯定的な回答が昨年度同様に80％を超えた。「生命科学入門」で、

今年度は国語科教員による科学的な文章の読み方やレポート作成の授業を入れた。生徒同士でのレポート

相互批評で書き直しを繰り返したことで、文章表現力に大きな向上が見られた。この取り組みについては

運営指導委員からも好評を得た。併設中学校３年生の「中学校課題研究」は「サイエンスキャッスル関西

大会」など校外でも度々発表を行ったが、途中段階のデータ収集まで関わった生徒が観察力・考察力・発

表力で成長を実感した割合が40～60％に対して、 終発表まで関わった生徒は80％～100％という大きな差

異が見られた。 終段階まで行うことの重要性が見て取れた。生命科学コース１年生の「生命科学Labo」

（甲南大学・広島大学）は、事前事後のアンケート比較では、技術面のみならず大学での学びのイメージ

など意識面でも向上が見られた。生命科学コース２年生の「亜熱帯自然探究」は全員が「動植物の調査方

法を知り」、約90％が「考える力」「発見する力」が伸び、80％弱が「自主性」「協調性」が伸びたと感

じている。この事業や前述の「生命科学Labo」など多数の生徒が「自主性」「協調性」「考える力」の伸

びを実感しており、課題研究を進める上での大きなサポートとなっている。「ＳＳＨ科学課題研究」につ

いて、本校は「発生生物学」「生物工学」「時間生物学」「有機化学」「ロボット工学」「磁性物理学」

「数学」等からＥＳＤ関連に至る幅広いテーマで研究を進め、全校的に課題研究の敷居が低くなり、中学

３年生や後述する社会科学系の研究も含めた多様性には運営指導委員からも好評をいただいた。課題研究

の成果として、「高校生科学技術チャレンジ(JSEC)」で栗田工業賞、「第９回バイオサミットin鶴岡」で

農林水産大臣賞及び審査員特別賞、日本学生科学賞岡山県知事賞など14件の受賞があった。ＳＳＨ主対象

の卒業生への追跡アンケートでも約90％の人が現在の職業、身分に関わらず、課題研究や発表の経験が今

の生活に影響しているとしている。「教材開発」は、公開授業後の研究協議で他校教師と情報共有できた

のみならず、開発に関わった本校教員たちの意欲向上につながった。 

 

研究テーマ（2） グローバル社会で活躍するために必要となる語学力並びに国際感覚の育成 

「実践英語」に関して、３年生の３年間を振り返ったアンケート回答によれば、ディベートとプレゼンテー

ションが も有益であった。「外国人教師を担任とした」では生徒の80%以上が「英語の指示がわかるようにな

り」、50％以上の生徒は「英語を使う機会が増えた」。「グローバル自然探究」は、日本と大きく異なる自然

や文化の中での研修で、満足度の高い貴重な体験となった。ほとんどの生徒は英語でのコミュニケーションに

大変さを感じていたが、植物を専門とする現地指導者と懇意になり、様々な質問を通して理解を深めることが

できた。また、70％前後の生徒が「異文化を敬う気持ちが強まった」。中学３年生の「オーストラリア研修」

は１家庭に生徒は１人というホームステイだった。アンケートによれば、研修中に英語力が向上したと実感し

た生徒は約70％だが、ほとんどの生徒は英語の必要性を感じて、帰国後の学習意欲が大いに高まった。またス

テイ先はアジア系やイスラーム系の場合や、他国からの留学生がいることもある。これらの事業は英語力や異

文化理解など国際感覚の育成に効果があったといえる。 

 

研究テーマ（3） 地球が抱える課題解決に向けたＥＳＤプログラムの開発 

第３期ＳＳＨで新規に取り組んだテーマである。本校が立地する二子の丘の里山環境を主なフィールド

として併設中学校も含めて全校的に展開した。「グリーンサイエンス」では①学校周辺の外来種カメを題

材にした課題研究を進め、②校内の自然環境を整備し、③「ＳＤＧS街づくりコンテスト」に参加して地域

の問題点解決にむけて発案をし、④ＥＳＤ関連の多様な講演を聴いて視野を広げることができた。中学３

年生の「生命科学Labo Junior」について、４月は全員参加、９月は希望者参加としているが、今年は希望

者が倍増した。「学校ビオトープの維持・管理」に関しては、ビオトープ内の富栄養化を防止し、動物相

の多様性を維持することができた。「校内里山づくり」では併設中学２年生が春季に竹林整備も兼ねてタ

ケノコの収穫を行い、冬には全校から「二子の丘レンジャー」を募集して、樹木の伐採や下枝刈りを行い、

環境意識を高めることができた。生徒の「ＳＤ委員会」は①ＳＤＧSの７項目を選び、目標達成に向けたポ

スターを作成して教室に掲示、②ベルマークを収集して教育助成団体へ寄付、③アフガニスタンへのラン

ドセル寄贈を行った。生徒全体の活動となった。「社会科学系課題研究の実践」に関して、２年生の総合



的な学習で設定された講座「女性」からジェンダーなど６テーマ、「中国語」から人口問題など４テーマ、

「社会科学課題研究」８テーマが、有志のフィリピンスタディツアー参加者がフィリピンの社会問題を扱

ったテーマで研究を展開し、社会科学系課題研究を学校内外で発表した。各事業の実践で学校全体での環

境保護意識やＳＤＧS達成に向けた機運は高まりつつある。 

 

研究テーマ（4） 理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 

「ＳＳＨ科学英語研究会」は全国からの参加者46人の中で公開授業・研究協議を行った。アンケートでは

ほとんどの参観者が「テーマは適切」「科学の興味付け」や「英語の習得に有効」「授業の参考になった

」と肯定的であった。ＳＳＨ事業による実践英語の学習成果を普及する良い機会となった。「ＳＳＨ・Ｓ

ＧＨa研究成果発表会」は昨年度に続き、ＳＧＨaとして社会科学系の課題研究発表を入れるとともにフラ

ッシュトークで簡潔な研究紹介を入れた。卒業生の講演は生徒・保護者にとって非常に関心が高く、生徒

のロールモデルとしての役割を十分担った。ＳＳＨ活動と生徒の変容について、参加者の理解が深まり、

研究成果の地域への普及に効果があった。 

 

研究テーマ（5） 地域・大学・大学院との連携の強化による、女子理系進学支援という共通目的を達成す

るシステムの構築 

「集まれ！理系女子 科学研究発表交流会」については、参加者は430名、参加校も36校、ポスター件数

は146題と過去 多に達し、新たな参加校も増えた。アンケートによれば、生徒は他校生徒との交流を通じ

て大きな刺激を受け、課題研究に対する興味・関心を高めていった。また教員以外に一般来場者も多く参

加し、本事業の趣旨や理系女性の社会での必要性の認識はより高まり、意識改革・啓発活動として効果が

あった。地方大会は、九州、東北に四国（愛媛）、関西（奈良）を新規に加えて、参加総数327人、総参加

校41校を数えた。アンケート結果は東京と同様に「他校生の発表は刺激」となり、「学ぶことが多かった

」ようである。大学や各地域のＳＳＨ校だけでなくＳＧＨ校や自然科学系クラブで成果を上げている学校

の参加も多くあったので今後のネットワーク拡大の大きな一歩になった。「女性科学研究者との交流会」

は、食品に含まれる微生物の観察や動物実験という新鮮で興味深いものだった。アンケートによれば微生

物・動物実験とも全員が「理解が進んだ」。さらに女子大学院生との交流会では、生徒全員が「研究生活

の様子を知り」、80％以上は「視野が広がり」、生徒にロールモデルを示すことにもなった。 

② 研究開発の課題  

研究開発実施上の課題 の１番目として、本校の課題研究活動の６年間の流れの中で、高校１年で生命科

学コース以外の生徒に探究活動のブランクが生じていることである。中学１年の初歩的な調べ学習から高

校３年生の完成した課題研究に至る流れの中で、高校１年で生命科学コース以外の生徒に探究活動のブラ

ンクが生じている。高校の高いレベルの課題研究を進めるうえで、ＳＳＨ主対象である生命科学コースは

当初より「生命科学入門」「生命科学Labo」を設定して、知識的・技術的な準備を行っているが、課題研

究の対象拡大の中で他コースには、未設定であった。様々な場面でカバーしていく必要がある。 

課題の２番目として、社会科学系の課題研究を広げたが、ＳＳＨ13年の経験を持つ自然科学系の研究の

レベルに比べて、大きく後れを取っていることである。これは文系教師の指導経験不足と生徒の発表経験

不足によると思われる。そこで文系教師の勉強のためにＳＳＨ校の成果発表会等に積極的に派遣すること

にした。また夏期職員研修では本校ＳＳＨで行われた実践例をもとに、探究活動の指導に必要な視点と関

わり方を全教員が学び、各々が授業の組み立て方を考えた。生徒に関しては、これまで校内での発表機会

はあったが、校外ではＳＧＨa関連の発表会が年に２度程度（１組ずつ）しか無かった。他校生徒の発表を

聞いたり、競い合ったりする経験はその後の大きなモチベーションとなるので、参加機会を増加させた。

課題の３番目として、昨年から継続している評価方法の研究である。体験的活動の評価、研究内容の評

価、行事の評価、生徒の変容に対する評価、研究開発課題への到達度の評価など様々な評価をどのように

行うかが大きな課題である。本校では運営指導委員からは各々の専門的な見地からの包括的な講評を、実

習指導の先生からはその場面での講評をいただいている。また研究会・発表会では第三者として参観者の

意見や感想から、生徒の変容についてはアンケートによる事前事後の意識の変化をみるなど色々な側面か

ら評価をしてきたが、客観的なデータ数値での成果が不足している。課題研究については、 終的な成果

としてコンテスト・コンクールの受賞という評価があるが、伸びていく過程については、これまでのルー

ブリック評価等に加えて、一昨年から「研究力」をはかるリサーチリテラシーテストを学期ごとに実施し

ている。このテストにおいて、本校で進めている課題研究や他の活動の取組が、研究を行う上でのどのよ

うな能力の伸長に影響を与えているのかについて考察しており、今後もこれを継続して、個人の伸びを測

定し、評価方法として確立したい。 
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１－１ 学校の概要 

（１）学校名・校長名  ノートルダム清心学園 清心中学校清心女子高等学校    校長   三宅 聖子 
（２）所在地・電話番号・FAX 番号    

岡山県倉敷市二子 1200 番地  電話 086-462-1661  FAX 086-463-0223 
（３）課程・学科・学年別生徒数、学級数及び教職員数 
     ① 課程・学科・学年別生徒数、学級数  
   清心中学校     

課程 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

全日制 83 3 79 3 107 3 269 9 
   清心女子高等学校  ※（ ）内は、理数系の生徒数。 

課程 学科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

全日制 普通科 159(25) 6 161(38) 5 124(27) 5 444 16 
   ② 教職員数（併設中学校の教職員を含む）                               

校長 副校長 教頭 教諭 講師 養護教諭 非常勤講師 事務職員 司書 その他 計

1 1 1 38 10 1 23 8 1 7 91 
        講師には外国人英会話講師を含む。その他は教務職員１名と寄宿舎職員６名。   
 
 

１－２ 研究開発課題 

 EGGS ～Education for Global Girls’ Scientists～ 
 グローバル社会で活躍する女性研究者育成の教育プログラムの開発 
 
 

１－３ 研究開発テーマと実践内容 

平成 18 年度からの第１期ＳＳＨ事業では「女性の科学技術分野での活躍を支援する教育モデルの構築」、
平成 23 年度からの第２期ＳＳＨ事業では「次代の科学技術を担う女性研究者としての基盤育成をめざした
教育モデルの構築と成果普及・地域連携の強化による、科学技術分野における男女共同参画の推進」に取り
組んできた。 

第３期ＳＳＨ事業４年目の令和元年度は、次のようなテーマによって研究開発を行なった。 

テーマⅠ 女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 

テーマⅡ グローバル社会で活躍するために必要となる語学力並びに国際感覚の育成 

テーマⅢ 地球が抱える課題解決に向けた ESD プログラムの開発 

テーマⅣ 理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 

テーマⅤ 地域・大学・大学院との連携の強化による、女子理系進学支援という共通目的を達成する 
     システムの構築 

各研究テーマに取り組む方法として、令和元年度に行った実践内容及び第３期ＳＳＨ研究開発の概念図は
次頁の通りである。 
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実践内容 対象 実施期間
【テーマⅠ】女性科学研究者として必要な基盤を育成する科学教育プログラムの開発 
学校設定科目「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
 

生命科学・特別進学・文理コース 
１年・2年・3年

各学年６単位

学校設定科目「生命科学入門」 生命科学コース１年 １単位
学校設定科目「SSH 科学課題研究」 生命科学・文理コース２年 ２単位
中学校課題研究 清心中学校３年 年間 
科学系クラブ活動 生命科学・特別進学・文理コース、中学生 放課後

生命科学 Labo 生命科学コース１年 年３回
夏期休暇中

学校設定科目「亜熱帯自然探究」 生命科学コース２年 １単位
SSH 授業公開 生命科学・特別進学・文理コース、中学生 11 月中旬
【テーマⅡ】グローバル社会で活躍するために必要となる語学力並びに国際感覚の育成 
学校設定科目「実践英語」 生命科学コース１～３年 各学年１単位
外国人教師を担任とした学級運営 生命科学コース１年 年間 
学校設定科目「グローバル自然探究」 生命科学・特別進学・文理コース１・２年 １単位
オーストラリア研修 清心中学校３年 ７月上旬
【テーマⅢ】地球が抱える課題解決に向けた ESD プログラムの開発
学校設定科目「グリーンサイエンス」 生命科学コース２年 ２単位
生命科学 Labo Junior 清心中学校３年 土曜日年２回
学校ビオトープの維持管理 生命科学コース２年 年間 
校内里山づくり 清心中学校２年、全校生徒（希望者） 随時 
SD 委員会 全校生徒 随時 
社会科学系課題研究の実践 文理コース２・３年 ２単位
【テーマⅣ】理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 
SSH 科学英語研究会 県内外の教員 6月下旬
令和元年度 SSH・SGHa 研究成果発表会 県内外の教員・保護者 11月中旬
【テーマⅣ】地域・大学・大学院との連携の強化による、女子理系進学支援という共通目的を達成するシステムの構築
集まれ！理系女子 第 11 回女子生徒に
よる科学研究発表交流会（東京・東北・関
西・中国・四国・九州・沖縄大会） 

生命科学・文理コース、中学生 
全国 SSH 等の女子生徒、教員、一般 

８月～１月

女性科学研究者との交流会 生命科学コース２年 ８月下旬

 

  

ノートルダム清心学園 
ＳＳＨ研究開発と 
成果普及の概念図 
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今年度の研究開発の経緯を本校 SSH の研究テーマ（下）ごとに分け、コース・学年別に示す。なお、

研究テーマⅣに該当する事業には朱色、研究テーマⅤに該当する事業については黄色で表した。 

 

Ⅰ   

Ⅱ   

Ⅲ  ESD  

Ⅳ   

Ⅴ   
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３－１ 探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

対象：探究数学Ⅰ：生命科学コース１年全員・特別進学コース１年の選択者 

   探究数学Ⅱ：生命科学コース２年全員・文理コース２年の選択者（６単位） 

   探究数学Ⅲ：生命科学コース３年・文理コース３年の選択者（６単位） 

【仮  説】 

数学の各分野を体系的に学ぶとともに「理科」との連携

を図ることで、個々の専門性を高めるとともに、自ら探究

していく姿を育て、論理的思考力や未知なる問題に挑戦し

ようとする姿勢を育成できる。 

 

【内容・方法】 

 科学教育の推進を図る中で数学はその基盤となる教科

である。しかし本校の数学教育は基礎的・基本的な知識お

よび技能を習得させることに重点を置き、探究的な活動を

行う場面や教科横断的な内容まで踏み込む場面が少なか

った。そこで数学の各分野を体系的に学ぶとともに探究的

な内容を含んだ教材を盛り込み、論理的思考力や未知なる

問題に挑戦しようとする姿勢の育成を図ることとした。ま

た「理科」「社会と情報」との連携を図り、横断的な内容

に触れることで多様な視点で事象を捉える能力の育成を

行う。学校設定科目「探究数学Ⅰ」から「探究数学Ⅱ」で

は、従来の「数学Ⅰ」「数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ｂ」の各

単元を組み替え、系統的に学べるように工夫するとともに

「理科」との連携を意識した内容とした。なお、探究数学

Ⅰ(６単位)を探究数学Ⅰα（３単位），探究数学Ⅰβ（３

単位）、探究数学Ⅱ(６単位)を探究数学Ⅱα（３単位），探

究数学Ⅱβ（３単位）、とそれぞれ２つに分け、同時並行

する形で授業を展開した。学校設定科目「探究数学Ⅲ」で

は従来の「数学Ⅲ」の内容を学習しながら、単元ごとにそ

の内容を含んだ探究的な教材を準備し，数学的思考力の育

成を図った。 

評価方法は、年間５回の定期テストおよび小テスト、課

題の取り組み内容から判断した。また、授業アンケートを

実施し、授業改善に活かした。 

 
【検証・評価】 

次頁に高校１年から２年に実施した生徒授業アンケー

ト結果を示す。３年生は「探究数学Ⅲ」を履修した全生徒

の結果を示す。 
 
 
 
 
 

表１．令和元年度探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ年間指導内容 

 

 

 

 

先端
科学

ESD
グロー
バル

女性科学研究者として必要な基盤
を育成する教育プログラムの開発 

（６単位） 



6 
 

 

 

 

○探究数学Ⅰ（1 年生） 

生徒授業アンケート結果から生命科学コース・特別進学

コースともに約７割の生徒が思考力向上について授業の

効果があったと肯定的に考えている。基礎的な学力の反復

演習と新入試に向けて定理公式などの理論や原理の理解

を重視したり、思考力育成に向けた教科および単元を横断

した教材を利用したなどの効果があったと思われる。なお

苦手な生徒には、基礎的な学力の定着が必要であると考え、

両コースともに放課後の指導を行うなど丁寧な対応を行

っている。 

○探究数学Ⅱ（2 年生） 

生徒授業アンケート結果から生命科学コース・文理コー

スともに約６割の生徒が思考力向上について授業の効果

があったと肯定的に考えている。これは１年次から新入試

に向けて定理公式などの理論や原理の理解を重視したり、

思考する場面や探究的な活動を行ったことが効果があっ

たと思われる。また、論理的に考えようとする姿勢はどち

らのコースも２年から始まった課題研究および発展科目

(総合的な学習の時間)の中で、「仮説」「検証」を繰り返し

ながら行った実験を通じて、自然と身に付き、それが教科

活動の中にも反映されたと思われる。 

○探究数学Ⅲ（3 年生） 

 「探究数学Ⅰ～Ⅲ」を履修した生徒に授業アンケートを

実施し、「理論・原理への興味」「論理力」「探究力」に関

して“向上した”および“ある程度向上した”と肯定的に

回答した割合が８割を超えた。問題を解くだけでなく、３

年間を通して論理的に考えることを重視したことが挙げ

られる。また、他分野(既習単元)とリンクした教材を通し

て発想力や思考力の育成につながったと思われる。 

なお、今年度は過去に高校１年の授業で行った探究的な

教材を併設中学校３年生向けにアレンジし、授業を行った。

また、その内容をもとに課題研究も行うことができた。教

材に興味を持ち、自ら課題を設定し、取り組んだことは、

教材次第で数学的な視点の育成を図ることできると感じ

た。以下は校外での発表実績である。 

「フィボナッチ数列から見るひまわりの種の配列」 

ヒマワリの種の配列が数学的な規則に従っているかを

実際の花を撮影し、調べた。また、その理由について実物

を作成し考えた。 

2019.12.12 第５回「英語による科学研究発表会」 

（茨城県立緑岡高等学校主催） 

2019.12.22 サイエンスキャッスル 2019 関西大会 

 
校外での発表（第５回「英語による科学研究発表会」） 

 
校外での発表（サイエンスキャッスル 2019 関西大会） 

 

【今後の課題】 

 来年度から新入試が始まり、数学では思考力・読解力の

育成がこれまで以上に必要となるため、「探究数学Ⅰ～Ⅲ」

の内容の精査を行うとともに、理科をはじめ他教科と連携

した教材の開発を行い、数学的素養および思考力育成と教

員の指導力向上に努めたい。 
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３－２ 生命科学入門 

対象：生命科学コース第１学年（２単位） 

【仮  説】 

コンピュータを用いたメールのやりとりやデータ処理、

資料の読み解き、報告などを書類としてまとめる、写真な

どの資料を収集する、といった能力を養っておくことによ

り、第 2 学年に設定された「SSH 科学課題研究」におけ

る活動に円滑に取りかかり、進めていくことができる。ま

た、大学等の研究者から研究についての講義を受けること

により、科学研究の内容や手法に対する興味関心を高め、

課題研究に向けたモチベーションを高めることもできる。 

 

【内容・方法】 

 課題研究を進めるために必要とされる資料読解力や表

現力、加えて情報機器や情報通信ネットワークなどの情報

技術を適切に活用した情報処理能力も養い、さらに科学研

究に対する興味と積極的な理解につとめる意識の向上を

目標とし、前年度より単位数を 1 単位増やし、理科だけで

なく国語科教員も担当者に加えて実施した。 

また、課題研究に取り組むためには情報技術の適切な利

用は必須であり、課題研究中心で展開していくために、高

等学校学習指導要領における必履修科目である「社会と情

報」（2 単位）を減じてこの科目で代替した。そこで情報の

活用と表現、情報通信ネットワークの活用、情報倫理につ

いての内容を実習・課題に積極的に盛り込み展開した。 

今年度の学習内容は次の通りである。表中の★印の項目

は、今年度より国語科教員の担当によって加えた資料読

解・文章表現に関する内容である。 

１
学
期 

・電子メールの利用と作法 
・表計算ソフトによる情報処理の基礎 
・デジタルカメラによる記録保存 
・論文の書き方★ 
・インターネット時代の権利 

２
学
期 

・情報社会とセキュリティ 
→現代の情報機器利用実態のレポート作成 

・レポート作成の方法★ 
→生命科学 Laboの実習の報告書作成 

・科学的な文章の読み方★ 
・プレゼンテーション実践 
→フラッシュトークの作成・発表・相互評価

３
学
期 

・メモと要約★ 

・科学研究を知る講義（100分） 

(1) 中本敦氏（岡山理科大学） 

(2) 伊藤敏幸氏（鳥取大学） 

(3) 高橋和成氏（岡山理科大学附属中・高）
・研究のまとめ方 

→ポスターの作製方法 

※適宜、生命科学 Labo の実習に向けた基礎知識・基礎

技術の講座を実施した。 
 

【検証・評価】 

表計算ソフトによる情報処理は、「何ができるのか」を

知ることに重点を置き、計測データ等の整理に役立つこと

を目指した。課題として与えた指示を、関数を使って実現

したファイルを各自が提出することで習得の確認とした。 

カメラの記録保存については、基礎知識の習得を小テス

トで確認し、撮影の実践による表現技法の理解を目指した。

環境問題をテーマとした実践作品の相互評価も実施した。

結果は、各項目 5 点満点で次の表の通りであり、表現技法

の理解が作品のわかりやすさや独創性の高さにつながっ

ているものと考える。 
 問題意識 保全意識 わかりやすさ 独創性 

平均値 3.6 3.2 3.7 3.8 

プレゼンテーション作成は

昨年と同様に個人で取り組ま

せ、相互評価の機会を設け、時

間内でより効率的・効果的な

発表を目指すことを課した。5
点満点の相互評価の結果は右

図となり、より理解した上で

流れよく伝えようとする姿勢

が高く評価されている。 
今年度取り入れた資料読解・文章表現に関しては、特に

書く作業に対して、相互批評と書き直しを繰り返すことで

目に見える形で生徒の書いた文章がよくなっていくこと

を実感できるように展開した。 
100 分間の研究者講義後のアンケート結果は次の通り。 

 

興味深く講義を聞き、多くの知的好奇心を引き出してい

ると言える。このことに影響しているのは、内容をできる

だけわかりやすく伝えてくれた講師の技術と、講師の熱意

や意欲であると言える。2 年次から本格的に取り組むこと

になる課題研究に向けたモチベーションアップと視野の

拡大に繋がった取り組みであった。 

【今後の課題】 

 表計算ソフトを用いた情報処理については、生徒自身が

集めたものを利用する展開にしたい。今年度から国語科の

協力によって展開した読解力・表現力に関連した内容は、

生徒の情報処理能力を底上げするものとして今後も積極

的に取り入れていきたいものである。 

先端
科学

ESD
グロー
バル

女性科学研究者として必要な基盤
を育成する教育プログラムの開発 
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３－３ SSH 科学課題研究 

対象：生命科学・文理・NDSU 特別進学コース第２学年（２単位および随時） 

【仮  説】 

課題研究は、さまざまな教育内容が有機的に作用し、多

くの力を実践的に伸ばす核となる活動である。これまでに

身につけた力をもとに実践的に探究活動を行う中で、科学

技術に接して利用していく上で必要な自然科学に対する

姿勢や科学的な思考力だけでなく、日常をより良く生活し、

さまざまな面で成長していく上での基盤とも言える問題

発見・解決能力、情報収集・処理能力等を効果的に伸ばす

ことができる。 

 

【内容・方法】 

生徒の興味関心に基づいて積極的な姿勢で探究活動を

進めてもらうため、生徒の希望によって課題設定分野を選

ぶ形をとった。その分野は大きく分けて「生命科学分野」

「数理科学分野」「物質科学分野」とし、更にそこからテ

ーマを細分化していく。課題を設定し、探究活動において

多様な視点をもって根気強く問題解決に邁進する中で、科

学的探究能力の基礎を育むことを目標とした。 

3 年間の課題研究に係るカリキュラムにおける本科目

の位置は次の表の網掛け部分である。 

 生命科学コース 他コース 

1 年生 生命科学入門(2 単位)  

2 年生 SSH 科学課題研究(2 単位) 

3 年生 実践英語(1 単位) SSH 科学課題研究(2 単位) 

対象 全員 選択 2 年生 12 名、3 年生 10 名

この科目は、生命科学コースの生徒は高等学校学習指導

要領における科目「社会と情報」（2 単位）を減じて実施

した。情報活用・表現、情報通信、情報社会についての内

容は、課題研究を進める上での情報収集・処理を繰り返す 

中で扱うことで代替した。また、文理コースの生徒は「総

合的な学習の時間」（2 単位）を減じて実施した。 

研究をより深化させることを促す目的から、岡山大学・

広島大学・鳥取大学・岡山県立大学等の高等教育機関、企

業等の専門機関と適宜連携した。また、次の 3 つの観点か

ら、少人数グループで上の学年からある程度引き継いだ内

容を研究課題として設定し、実施した。 

○少人数グループであれば、グループ内での協力や分担が

可能で研究が進めやすい上、各自の主体的な活動もある

程度求められる。 

○前年度の研究内容を引き継ぐことで、部活動のように学

年を超えた生徒のつながりが生まれ、上級生から下級生

への指導の場が設定できる。 

○前年度の研究内容を参照することで、複数年かけて内容

を深め、高い研究レベルを維持できる可能性が高くなる。 

 

具体的には担当教員の専門性からいくつかの大きな分

野に分かれ、その中でさらに題目別に活動した。各分野に

おける活動内容は以下の通りである。 

 

１．生命科学分野 

(1) 活動の概要 

 主として生物学、生態学、化学、工学など、生命科学分

野に関連の深い研究課題を扱う。具体的な研究課題として、

例えば、「アカハライモリのクローン作成」、「ミシシッピ

アカミミガメに貯精嚢はあるのか」、「サンショウウオの明

暗における活動リズム」、「プラナリアの再生促進と糖質の

関係」、「ブナシメジの抗アレルギー作用」、「キノコのゼロ

エミ式栽培における研究」、「種子の発芽調整による生存戦

略」、「イネの吸水機構」、「コケの性質を利用して砂漠の緑

化を」など、計 12 テーマを展開した。 

(2) 年間の活動 

 1 学期の初めに、一人ずつテーマについて話し合いを行

い、参考文献を検索しながら、テーマの設定を行った。過

去の研究を引き続いた生徒は、上級生から助言などをもら

いながら、テーマを具体化させていった。毎回の授業でワ

ークシートを作成させ、各回で行ったことを文章化させた。

各種発表会で研究成果を発表し、年度末には各自で取り組

んだ研究内容をレポートにまとめた。 

キノコの培地作製 組織切片の作製 

(3) 校外での発表実績 

2019.5.11  中四国地区生物系三学会合同大会（広島大会）

高校生ポスター発表・生態分野 優秀賞、植

物分野 優秀賞・優秀賞 

2019.7.29-31  第 9 回高校生バイオサミット in 鶴岡 

農林水産大臣賞・審査員特別賞 

2019.8.6    日本生物教育会第 74 回全国大会 

2019.8.6-7  令和元年度 SSH 生徒研究発表会 

2019.9.14   日本動物学会 第 90 回大阪大会・優秀賞 

2019.9.15   日本植物学会 第 83 回大会・優秀賞 

2019.9.29   第 7 回宇宙エレベーターロボット競技会 

関西オープン 

2019.10 月 第 63 回日本学生科学賞岡山県審査・県知事

賞・奨励賞 

2019.10.27 集まれ！理系女子 第 11 回女子生徒による

科学研究発表交流会（東京大会） 

先端
科学
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2019.11.13 日仏セミナー「これからの微生物学」 

2019.12.14 集まれ！理系女子 女子生徒による科学研

究発表交流会（関西大会） 

2019.12.14-15 第 17 回高校生科学技術チャレンジ 

（JSEC2019）・栗田工業賞・入選 

2019.12.22 サイエンスキャッスル 2019 関西大会 

2020.1.26 令和元年度 集まれ！科学への挑戦者研究発

表会・優秀賞（2 件）・奨励賞 

2019.2.5 第 19 回岡山県理数科理数系コース課題研究

合同発表会 

2020.3.8   第 67 回日本生態学会大会 

2020.3.17  第 97 回日本生理学会大会 

2020.3.21  第 61 回日本植物生理学会年会特別企画  

「高校生生物研究発表会」 

 
第 9 回高校生バイオサミット SSH 生徒研究発表会 

 
日本植物学会第 83 回大会 JSEC2019  

 

２．数理科学分野 

(1) 活動の概要 

 特に磁性についての研究を行う。磁化した強磁性体から

磁力線が漏れているかを調べることを今年度の目的とし

た。鉄などの強磁性体に磁石を近づけると、磁化し磁石と

して振舞うようになる。強力な磁石を付けるほど、磁石の

数を増やすほど強磁性体は強い磁石となるのかを 1 つ目

のテーマとした。また、強磁性体の長さが変わると、磁石

を近付けた場所から遠い所は磁化するのかを 2 つ目のテ

ーマにした。研究で取り扱う磁性について理解を深めると

ともに実験装置の作成・改良、実験データの解析方法の習

得を目指した。 

(2) 年間の活動 

 1 学期は磁石について学習し、実験装置を作成し予備実

験を行った。2 学期、3 学期に磁化した強磁性体が保持す

る磁力線の測定を繰り返し、実験データの分析を行った。

2 学期後半からは、研究発表会で頂いたアドバイスをもと

に実験方法を改良し、より多くのデータを集めた。 

(3) 校外での発表実績 

2019.9.11   日本金属学会 2019 年秋期（第 165 回）講演

大会 高校生・高専学生ポスター発表 

2019.10.27 集まれ！理系女子 第 11 回女子生徒による 

科学研究発表交流会（東京大会） 

2019.2.8 第 20 回岡山県理数科理数系コース課題研究

合同発表会 

 

３．物質科学分野 

(1) 活動の概要 

岡山大学、岡山県立大学及び就実大学と連携して研究指

導に取り組んでいる。年度末に研究成果を論文にまとめる

ことによって、次年度以降の生徒に研究を引き継ぐことが

でき、参考文献の活用へと繋がっている。校内支援システ

ム Classi の校内グループを用いて、教員とのコミュニケ

ーションを増やすことで、実験に対する科学的思考力の向

上も見られている。しかし、生徒アンケートからは科学的

思考で捉える姿勢に改善の余地があると考えていた。 

食品や化粧品などの身近な科学に関わる物に対して、

「抗酸化物質」をキーワードとして、研究に必要な科学的

思考力を身につけることを目指している。 

(2) 年間の活動 

1 学期は課題研究の目的や実験手法を身につけるため

の講義や実験演習を実施し、2 学期より研究課題を決定し、

各グループでの研究を開始した。3 学期から研究を進めな

がら論文作成を行った。 

(3) 校外での発表実績 

2019.10.26-27 第 16 回高校生化学グランドコンテスト 

2019.10.27 集まれ！理系女子 第 11 回女子生徒による

科学研究発表交流会（東京大会） 

2019.12.22 サイエンスキャッスル 2019 関西大会 

2020.1.26  令和元年度 集まれ！科学への挑戦者研究発表会 

2020.2.15  中国四国支部日本金属学会・日本鉄鋼協会  

第 48 回若手フォーラム 

2020.3.7   第 22 回化学工学会学生発表会岡山大会 

2020.3.26  ジュニア農芸化学会 2020 

高校化学グランドコンテスト 集まれ！科学への挑戦者 

 

【検証・評価】 

生命科学コースの生徒を対象に 1 月に行ったアンケー

ト結果は次の通りである。 
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第一に、研究に楽しさを感じながら取り組むことができ

ていたことは大変大きな成果であると考える。さらに、知

識が増しただけではなく、さらに深めたいと考えている生

徒が 8 割を超えていることは、嬉しい結果である。 

目的に合わせ、向上してもらいたい能力については、概

ね向上を自覚することができていることがわかる。今年度

の対象生徒の特徴は、これらの能力について以前から高い

と答えた生徒がほぼ皆無であったことであるが、客観的に

見て元々能力の高い生徒がいないわけではなく、その生徒

でも向上を感じていることを示しているものと考える。 

この結果につなげるために不可欠であった要素は、明ら

かに自発的な探究活動であると言える。そのモチベーショ

ンを支えるのが各種研究発表会への参加である。課題研究

に関する発表実績に挙げられたものは、参加を強制したも

のはほとんどないと言ってよいくらいで、紹介すれば積極

的に参加を希望する生徒が現れるのが常であった。10 月

下旬の本校主催の「集まれ！理系女子 女子生徒による科

学研究発表交流会 東京大会」における発表は、一つの区

切りの良い目標であるが、過去の先輩たちの発表実績を、

表彰や掲示物で目にすることが、発表して当たり前という

雰囲気を作り出すことに成功しているものと考える。 

文理コース・NDSU 特別進学コースの生徒の 12 月に実

施したアンケートの結果は以下のようである。各項目のア

ンケート回答の「大変そう思う」「まあまあそう思う」「ど

ちらともいえない」「あまり思わない」「全くそう思わない」

をそれぞれ、「1.0」、「0.5」、「0」、「-0.5」、「-1.0」とし、

割合にかけ算をしてポイントとして集計した。また、発表

経験率を（発表経験がある生徒数）/（講座受講生徒数）

[%]で集計した。 

 

本年度は、平成 30 年度の結果を受け、生徒の発表回数

を減らし、発表準備に時間を取られすぎないように、計画

を立てて取り組んだ影響か、「考察を意識する」でポイン

トが上昇した。続いて、各質問項目間の相関係数を求めた

ところ、「考察を意識する」は「計画を立てた」と「デー

タを正しく管理した」との間に相関関係が強く見られた。

これは、発表までの間隔に余裕ができ、実験回数を増やす

ことができたことから、「考察→次回の計画」といった次

の目標を生徒が描く機会が増えたためと考えられる。 

 

【今後の課題】 

 指導する教員のリードによって、概ね生徒に合わせたテ

ーマ設定によるさまざまな分野とレベルの課題研究を進

めることができている。年々、研究分野が広がり、グルー

プ研究だけでなく個人研究も増加傾向にあることは、SSH

における課題研究を継続していることによる正の循環か

ら生まれる効果であろう。ただ、依然としてデータ整理・

分析における統計処理の苦手な生徒は多く、それは課題研

究に係る活動の中の早い時期、つまり生命科学入門にてあ

る程度養うことを目指したい。年間での生徒の指導計画を

教員側が立てておくことが重要である。 
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対象：併設中学校（＝清心中学校）３年生 

【仮  説】 

クラスで共通のテーマについて課題研究に取り組み、最

終的に研究発表会へ参加させる指導を行うことで、中等教

育の早い段階から研究の質やプレゼンテーションの大切

さを意識させることができる。さらに、高校段階での課題

研究に対する生徒自身の到達目標の向上を促すことがで

きる。また、中学校「理科」の授業内でこの活動を行うこ

とにより、アクティブ・ラーニングを取り入れた授業を展

開することができる。 

【内容・方法】 

(1) 活動の概要  

前年度までと同様に、理科の授業における課題研究の指

導を実施した。テーマの設定、実験方法の考え方、データ

のまとめ方を指導した。また、授業での指導とは別に、希

望者対象の少人数グループ研究を放課後等に指導した。グ

ループ研究の指導は理科の教員だけでなく、数学科、英語

科、家庭科、社会科、宗教科の教員が行った。 

(2) 年間の活動（1 学期と 2 学期に、計 7 時間の指導） 

①：課題研究の分野と実験の組み方〔対照実験の考え方〕 

  疑問→仮説→調査・実験→データ処理→考察→新たな

仮説のサイクルで研究が進むことを指導した。また、

研究分野、対照実験の概念を指導した。 

②：研究課題の決定と実験計画 

クラス全員のエントリーシートから、クラスで研究す

るテーマを 1 つ決定した。 

 全員のテーマを一覧にして紹介し、「興味深い内容であ

ること」「自分たちの力で実施できること」「全員が関わっ

てデータを集めることができること」を条件にしてクラス

の研究としてふさわしいテーマを選び 1 つのテーマに絞

った。各クラスのテーマは以下の通りである。 

「バナナの日焼けを確認できるか」（中 3A） 

「効率の良い暗記方法」（中 3B） 

「野菜から紙は作れるのか」（中 3C） 

③：独立変数と従属変数の理解、再現性、対照実験につい

て考えさせた。 

④～⑦：クラスごとに実験を実施した。 

 その後は、休み時間や放課後の時間を利用して研究を継

続させ、発表のためのポスターの準備などはクラスの代表

者を中心として取り組んだ。 

(3) 校内外での発表実績 

2019.10.26 集まれ！理系女子 第 11 回女子生徒による

科学研究発表会（東京大会） 

2019.11.16 清心中学校清心女子高等学校 SSH・SGHa 

研究成果発表会 

2019.12.20 校内課題研究発表会 

2019.12.22 サイエンスキャッスル 2019 関西大会 

【検証・評価】 

中学 3 年生全員に課題研究に関するアンケートを実施

した結果は以下のようであった。 

 

 

クラス単位で課題研究に関わることによって科学に対

する興味が高まっていることが分かる。発表まで関わった

生徒は、データを分析・考察してプレゼンテーションをす

ることによって課題研究に必要とさせる力がついたと実

感している。科学を理解しようとする気持ちが高まった、

今後研究をする機会があれば取り組みたいという項目が

発表まで関わった生徒とデータ収集のみに関わった生徒

とで傾向に差が出ている。中心となる生徒が主に計画等を

立て実験を行ったことに関係していると考えられる。一方

でデータ収集のみに関わった生徒も 6 割近くが考察する

力やプレゼンテーションの力がついたと実感している。こ

れは各種発表会などに学年全体が興味を持って会に参加

し、同級生や高校生の発表から学んだためと考えられる。 

 

【今後の課題】 

 全員が関わることを目標にしたことにより、研究テーマ

が限定されてしまうと感じた。また、理科の時間に行うた

め、社会科学をテーマにした課題研究の案が出ても生徒か

らは「理科じゃないから」という理由で選ばれなかったも

のもある。教科横断型の課題研究ができるような働きかけ

をする必要がある。また、全員が発表まで関われるように

する指導展開も課題である。授業内でのルーブリック評価

の確立も、引き続きの課題と捉えている。 
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対象：生命科学コース、文理コース、併設中学校全学年希望者 

【仮  説】 

放課後の時間帯を利用して恒常的に研究活動に携わる

ことで、より深い内容の研究活動を行うことができる。中

高一貫校という特色を活かし、中学生から課題研究に取り

組むことで長期的な研究活動に携わることができる。また、

学年の枠を超えて活動がすることにより、お互いの科学研

究の成果を共有することができる。 

 

【内容・方法】 

本校には科学系クラブとして生物部と科学部がある。そ

れぞれの活動内容としては、以下の通りである。 

(1) 生物部 

 本校の生物部は、令和元年度は 45 人の高校生、2 名の

中学生が在籍している。今年で創部 22 年を迎える。SSH

科学課題研究で進めている生物系の研究テーマを進める

ことが主な活動内容であるが、そのためには、課題研究を

行うための生物材料の飼育、維持を行うことが基本となる。

ゆえに、生物部員は、希少種に指定されている有尾両生類

（イモリやサンショウウオ類）の世話も分担して行う。 

他に、水生シダ植物であるフギレデンジソウの研究や、

イネの吸水量の研究、家庭から出る食品廃棄物をキノコ栽

培に応用したり、プラナリアの再生能力と糖質との関係な

ど、研究テーマは非常に多岐に渡る。動物・植物・菌類と

いった様々な生物種を研究対象としている。SSH 科学課

題研究の時間内で終わらなかった実験やデータのまとめ

などを、放課後を利用して生物部として活動することで、

より深い研究につなげることができている。 

なお、岡山地域は 2005 年 6 月に国連大学から RCE（持

続可能な開発のための教育に関する地域の拠点）に認定さ

れている。そして「岡山 ESD プロジェクト」は「RCE 岡

山」の推進母体として活動しており、本校生物部は 2007

年 6 月から「岡山 ESD プロジェクト」重点取組組織に指

定されている。昨年度に引き続き、今年度も生物部生徒が

岡山市主催の「未来わくわくフェスタ」に参加し、SDGs

の取組としてアカハライモリの生態について一般の方々

に紹介した。また、倉敷水島公民館主催の「くらしき市民

講座スーパーサイエンスな高校生と考えよう！未来の自

然環境」において、外来種であるミシシッピアカミミガメ

の生態についての研究を一般の人たちに対して紹介した。 

  

いきものフェスタ くらしき市民講座 

(2) 科学部 

本校の科学部の今年度活動した人員構成は、中学 1 年生

1 名、中学 2 年生 2 名、高校 1 年生 5 名、高校 2 年生 3

名、高校 3 年生 2 名の計 13 名である。高校生のうち、生

命科学コースの生徒が 7 名在籍していて人数比が大きい

が、いわゆる理系の生徒だけではないのも特徴である。 

学校近くには水田がひろがっており、用水路がはりめぐ

らされている。中学生は、その用水路の水の水質調査を、

パックテストを用いて月 1 回ペースで続けている。 

さらに、中学生は PVA と硼砂を用いたスライム作成に

取り組んでいる。混ぜる割合や追加で混ぜるものによって

柔らかさがどのように変化するか、色をつけるときにどの

ようにしたらどんなふうに色がつくか、等の追究に粘り強

く取り組んだ。 

また、平成 26 年度より特定非営利活動法人 co2sos の協

力を得て測定装置を設置し、継続的な学校内の二酸化炭素

濃度測定を実施している。この測定装置は屋外に設置し、

PC を使ってインターネットを介して co2sos にデータを

ほぼリアルタイムに送信している。この活動に関連し、同

じく co2sos の指導のもと、二酸化炭素濃度測定装置を用

いた「二酸化炭素濃度測定を用いた個室内の人の在室判定」

の実験を本校の部屋を使って昨年度から今年度にかけて

数回、おこなっている。この実験で得られたデータを元に

co2sos の協力によりまとめたものを論文コンテストに応

募することができた。 

 

【検証・評価】 

科学系クラブの活動については、高校生は年々、課題研

究のための活動割合が増してきている。中学生は従来から

の活動の延長線上にある。 

科学部においては、二酸化炭素濃度測定を用いた在室判

定の研究内容を第 14 回朝永振一郎記念「科学の芽」賞（筑

波大学主催）に応募することができ、科学が社会の中で果

たす役割の理解につながった。さらに、co2sos との連携で

は、世界の中での ESD 活動に触れることができた。 

生物部では校内での課題研究の充実の他、校外での活動

を通してより開かれた部活動が展開できている。中学生が

高校生の活動の様子を見る事も良い刺激となっている。 

 

【今後の課題】 

 科学部においては、高校生が取り組んできた研究活動を

校外のコンテストに応募する等、一段落した感があるため、

新たな活動を見いだす必要がある。中学生の活動はルーチ

ンワークになってしまっている面があるため、調査等の結

果をまとめていく活動につなげていく働きかけが必要で

ある。 
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３－６ 生命科学 Labo 
対象：生命科学コース第１学年（随時） 

【仮  説】 

大学または研究施設において、高校で学習する内容より

も高度な内容の実験を、大学の教員や学生の指導の下で体

験することにより、科学分野に対する興味・関心を喚起す

ることに有効である。また、大学という場所に足を踏み入

れることで、進学を意識させ、主体的な進路選択と高校で

の学習に対する真摯な姿勢を養う。また、宿泊を伴う集団

生活を通じた体験によって、協調性とリーダーシップを育

てることができる。 

 

【内容・方法】 

昨年度に引き続き、甲南大学フロンティアサイエンス学

部及び広島大学大学院理学研究科と連携して実習を行っ

た。高校 1 年生にとって、大学を利用した実習はこれが初

めてとなるので、実習内容について連携先と相談を密に行

い、より効果的な実習の展開を目指している。各大学での

取り組みについて順に示す。 

(1) 甲南大学フロンティアサイエンス学部との連携 

甲南大学フロンティアサイエンス学部と連携した実習

は、生命化学科において年 3 回、講義と実習を行った。実

習は小グループに分かれ、それぞれに先生や TA がついて

指導を行った。実習内容は以下の通りである。 

第 1 回 7/13(土) 

講義：自分の細胞から DNA を取り出す 

講師：甲南大学フロンティアサイエンス学部生命化学科 

教授 中野修一 氏 

実習：①緩衝液の作製 

   ②自分の DNA の抽出と染色 

第 2 回 9/21(土) 

講義：植物に含まれる色素を調べる 

講師：甲南大学フロンティアサイエンス学部生命化学科 

准教授 甲元一也 氏 

実習：①植物に含まれる色素について 

  ②クロマトグラフィーによる色素の分離 

  ③油性ペンや旨味成分の分離 

   ④大学内施設見学 

第 3 回 12/16(月) 

講義：見てみよう・持って帰ろう 自分の細胞 

講師：甲南大学フロンティアサイエンス学部生命化学科 

教授 西方敬人 氏 

実習：①口腔粘膜上皮細胞の採取 

   ②細胞及び口腔内細菌の染色・永久プレパラートの 

作製 

   ③細胞及び口腔内細菌の観察 

 

第 1 回実習 第 3 回実習 

(2) 広島大学との連携 

平成 28 年度から継続して実施している連携実習である。

今年度も広島大学大学院統合生命科学研究科附属臨海実

験所にて 2 泊 3 日で臨海実習を実施した。大学教員によ

る講義と実習によって構成され、海岸潮間帯の生物多様性

の理解だけではなく、その調査手法から結果の解析に至る

までを体験することで、第 2 学年にて設定される科目

「SSH 科学課題研究」に取り組むための基礎的な知識と

技術を養うことをねらいとした。実習に使った生物は基本

的にすべて生徒自身で採取し、観察した。実習後、実習の

成果をグループに分かれてまとめ、発表することでプレゼ

ンテーション能力の育成も図った。実習内容は次の通り。

実施日：7/31(水)～8/2(金)【2 泊 3 日】 

場所：広島県尾道市向島町 広島大学臨海実験所  

講師：広島大学大学院理学研究科准教授 植木龍也 氏 

7/31 

1日目

実習オリエンテーション 

実習１・ムラサキウニの受精(1) 

   ・受精直後の胚の観察とスケッチ 

実習２・潮間帯の生物観察と採集（動物） 

 ・採集生物の同定 

8/1 

2日目

実習３・プランクトンネットでプランクトン採集
   ・採集したプランクトンの観察と 

スケッチ及び同定 

実習４・ムラサキウニの受精(2) 

・初期胚の観察とスケッチ 

実習５・干潟～砂浜で微小生物の採集 

   ・採集生物の観察とスケッチ 

実習６・ウミホタルの採集と観察 

8/2 

3日目

実習７・発生が進んだウニの観察とスケッチ
実習８・各班で実習内容のプレゼンテーション

作成 

  ・各班のプレゼンテーション発表 

研修後

・生命科学入門の課題として実習レポート
を作成 

・生命科学入門の授業内にて、実習内容の中
から１つの実習についてフラッシュトー
クとして発表（一部生徒） 

  

先端
科学

ESD
グロー
バル

女性科学研究者として必要な基盤
を育成する教育プログラムの開発 
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ムラサキウニから採卵 受精卵観察 

潮間帯生物調査 採取生物の同定 

 
プランクトン採集 砂中の微生物採集 

 

【検証・評価】 

(1) 甲南大学フロンティアサイエンス学部との連携 

実習前及び実習後に生徒からとったアンケート結果を

示す。事前事後の両方とも、3回分を1つにまとめている。 

 

実習前のアンケートより、大学での実習に興味がある生

徒は 90％以上を占めており、意欲的に取り組めていたこ

とが伺える。実習後は、実習前の質問事項と関連する項目

において肯定的な回答の割合の上昇が著しい。特に大学の

実習に興味を持ち、さらに深く学びたい生徒の割合は

90％を超え、進路を考えるうえでの参考にもなっており、

大学での実習を行う事の意義が伺える。 

(2) 広島大学との連携 

実習の前後にアンケートをおこなった結果をもとに検

証する。事前アンケートでは、海の生物の観察をしたこと

がなかったと答えた生徒が 67%と半数以上を占め、海洋

生物を扱う実習の経験が少ないことがうかがえる。実習前

後での意識変化に着目すると、次の表の通りであり、元々

海岸を歩くことに抵抗は少ないものの、実習後の方が抵抗

感は減少している傾向が見られる。 
設問 平気 少しある ある 

海岸を歩くことに抵
抗があるか

70%→
82% 

26%→
18% 

4%→
0%

実習後の意識変化についての結果は次のグラフのよう

になった。 

 

いずれの項目においても、望ましい方向に伸びた生徒が

大半を占めており、目的を達せられたものと見ることがで

きる。 

また、実習内容に対する理解については次のグラフのよ

うになり、海洋生物を扱ったのは初めての生徒が多いため

か理解度に少し差はあるが、概ね理解を深めることができ、

目的を達することができたものと考える。 

 

【今後の課題】 

 本研修では、科学的な知識の習得もさることながら、自

らデータを収集して解析し、発表する探究活動の側面も持

ち合わせている。生命科学入門と繋げた実施を継続し、高

校 2 年で本格的に課題研究を始める前段階として、統計処

理等のデータの扱い方について事前指導をしっかりと行

った上で本研修につなげていきたい。今後とも大学との連

携を続け、実験の基礎的知識の定着や興味付け、課題研究

を進めていく力の育成を行っていきたいと考えている。 
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３－７ 亜熱帯自然探究 
対象：生命科学コース第２学年（１単位） 

【仮  説】 

日常生活で自然を感じる場面が少なくなった現代にお

いて、岡山とは気候帯の異なる沖縄で専門家の指導による

自然体験を伴う短期集中の環境学習で本物に触れる機会

を得ることは、自然に対する思いを新たにしつつ、その科

学的理解を深め、野外活動への抵抗感の減少につながる。

その中で、フィールド活動から結果のまとめ及び考察に至

る流れのある研修によって、科学的なアプローチや思考力

も育むことができる。また、フィールドワークや宿泊を伴

う共同生活を通して、リーダーシップや協調性の伸長を促

すこともできる。 

 

【内容・方法】 

(1) 今年度の実施内容 

事前学習として、本校の樹木調査を行った。調査した樹

木の二酸化炭素吸収量を求める実習に取り組んだ。また、

並行して沖縄の在来種を中心としたレポート作成にも取

り組み、岡山と沖縄の違いを学習し、研修内容への興味関

心の喚起を狙った。そのうえで沖縄において 2019 年 10

月 1 日(火)～10 月 5 日(土)の 4 泊 5 日で、次の行程で研修

を実施した。 

１
日
目 

（岡山→沖縄科学技術大学院大学(OIST)→ 
琉球大学亜熱帯フィールド科学教育センター）
講義１：OIST 学生による研究紹介 
見学１：OIST 施設見学 
講義２：与那フィールドの生態系 

（琉球大学 高嶋敦史 氏） 

２
日
目 

（琉球大学亜熱帯フィールド科学教育センター） 
実習１：樹木調査、データ整理 

（指導：森林教育研究所 佐野淳之 氏）
講義 3：樹木調査結果のまとめ 

（指導：森林教育研究所 佐野淳之 氏）

３
日
目 

（→美ら海水族館→座間味島） 
見学２：美ら海水族館バックヤード&館内見学 
講義４：沖縄の森林生態系について 

（指導：森林教育研究所 佐野淳之 氏）

４
日
目 

（座間味島） 
実習２：シーカヤック及びシュノーケリングで

海洋生物観察 
講義５：地球環境問題について 

（指導：森林科学研究所 佐野淳之 氏）

５
日
目

（→沖縄県立博物館） 
講義６：沖縄県の自然環境について 
見学 3：博物館施設見学 

 
 ※研修後、実習のまとめのレポートを作成させ、振り返

りを行わせた。 

OIST 講義 OIST 見学 

森林調査① 森林調査② 

森林生態系の講義 美ら海水族館① 

美ら海水族館② シュノーケリング 

シーカヤック 沖縄県立博物館 

 

【検証・評価】 

事前学習のレポート作成において扱われた内容の延べ

数は以下の通りである。 

 
沖縄固有種や外来種など、生き物を題材としたレポート

は例年同様多いのに加え、気候や地形などの亜熱帯環境全

先端
科学

ESD
グローバ
ル

女性科学研究者として必要な基盤
を育成する教育プログラムの開発 
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般についてまとめている生徒が多かった。両生類の課題研

究を行っている生徒は、本校で飼育している両生類と、沖

縄県に生息する両生類を比較する形でまとめていたり、医

学に興味がある生徒は、沖縄県で開発された医療技術など

についてまとめるなど、自らの興味の延長線上でレポート

を作成する傾向が多く見られた。 

研修後のアンケート結果を下に示す。 

 

目的として設定した項目の達成度は上のグラフにある

とおり、いずれも高い評価になっている。今回の研修は特

に天候に恵まれ、「自然に十分触れることができた」の項

目が非常に高く、亜熱帯地域での研修の意義が十分にあっ

た。さらに、科学への興味や必要とされる姿勢、力の変化

と研修の満足度については次のグラフの通りである。どの

項目も力や興味が「以前より伸びた」と答えている生徒の

割合が高く、日常とは異なる環境での実習を積極的に取り

組んだ成果と考えることができる。研修に対する満足度は

どの項目も高く、特に「亜熱帯の景色や風物を楽しむ」「亜

熱帯動植物について知識を得る」は事前の樹木調査、レポ

ート作成が直接体験に影響しているといえる。また、4 泊

5 日の研修であったため、研修の様々な場面で仲間と良い

思い出を作ることができたようだ。 

 

 

また、野外活動への抵抗感については、次のグラフより、

抵抗感があった生徒に対して効果が見られ、仮説を立証し

ている。 

 

本研修中において、集団で見学、実習、宿泊といった活

動をした中で、自分の行動が役立ったと思える場面があっ

たかどうかという問いに対しては、全員の生徒があったと

答えている。これはお互いに協調し活動が行われたことを

示している。 

また、アンケート設問の最後に「自身が成長した、変わ

ったと感じたこと」を自由記述する設問欄に書かれた内容

から、視野が広がったと記述する生徒が多く見られた。

ICT 環境により、様々な情報が手軽に手に入る時代である

が、依然として自分自身が体験する事により、多くのもの

が得られると考えられる。フィールドワークは長時間にわ

たり、そのデータのまとめも夜遅くまで行ったが、森林教

育研究所佐野先生の指導のもと、沖縄と岡山の自然環境に

ついて深く考察することができた。研修の後半では、この

まま地球環境汚染が続いていくと、どのような問題が生じ

るかについてディスカッションを行ったが、非常に多くの

考えが出た。自然をより身近なものとして捉えることがで

きているからだと考えられる。本研修が、単に亜熱帯の自

然環境を理解することだけに留まるのではなく、それを保

全するためにはどのような行動が必要かというところま

で踏み込めたのは今年度の大きな特徴である。 

最後に活動内容への満足度についての回答が次のグラ

フである。どの活動においても程度の差はあるが５～４の

回答が 8 割を超えている。実習及び講義の両方とも満足度

は高い。特に座間味島での活動は、快晴の中、コバルトブ

ルーの海で実習を行うことができたので、非常に多くの亜

熱帯の海洋生物を観察できたことが満足度の高さに繋が

っている。今後も研修旅行当日だけで実習・講義を受ける

のではなく、研修先の自然環境について調べたり、本校で

できる調査をして予備知識をつけ、実りある研修旅行にし

ていきたい。 

 

 

【今後の課題】 

 研修内容は天候により左右されるので、どのような天候

であっても生徒が満足でき、魅力ある研修となるよう、現

地の協力者の方々と様々な対策を講じていきたいと考え

ている。 
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対象：全校生徒 

【仮  説】 

生徒自らが主体的に課題に取り組むためには、基礎的な

知識及び技能を活用する場を設定し、課題を解決するため

に必要な思考力・判断力・表現力を育成する必要がある。

このような場面を授業で行うことで、生徒の学習意欲の向

上や能動的な姿勢の育成につながる。また、その授業を校

外に公開し、さまざまな意見を頂くことは教材開発および

授業改善・授業力向上につなげることができる。 

 

【内容・方法】 

SSH3 期から教材開発に関する職員研修を行い、授業力

向上に取り組んできた。今年度も各教科で継続して教材開

発を行い、さらなる授業力向上につなげるために、その取

り組みを昨年度から公開することとした。 

公開授業をするに当たって、「課題解決のための論理的

思考力の育成」という統一テーマを設定し、国語・数学・

英語・社会・理科の各教科で中学・高校それぞれ 1 クラス

ずつ計 10 クラスのレッスンプランを準備し、以下の日程

で実践することにした。また、終了後公開授業を行った教

員と参観された先生方と意見交換を行う場を設け、授業力

改善につなげる。 

１．実施日：令和元年 11 月 8 日（金） 

２．会 場：清心中学校・清心女子高等学校 

３．日 程： 

9:45～10:35 公開授業①  10:45～11:35 公開授業② 

 11:50～12:30 公開授業に関する意見交換会・分科会 

各教科が実施した授業の概要は以下の通り。 

 

1 

 

 

 

1 

 

 

 

3 
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2 
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1 
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Volcanos  

Students will be introduced to the topic of 

volcanoes, and will be introduced to their reading 

topic, about Mt. Mazama, a volcano in Oregon, 

which exploded 7,000 years ago. 

 

 

 

The Power of Music  

 Questions & Answers 

 

(Reproduction)  

 

2 

 

 

 

1 

 

 

 

【検証・評価】 

参観された先生方から自由に感想を書いていただいた。

主な感想は以下の通りである。「生徒のことを理解してい

ても授業になると上手くいかない部分があることを分科

会で聞かせてもらいよかった」「生徒の興味をひく過程を

楽しく参観させてもらいました」「生徒自身が仮説をたて、

実験に取り組んでいる姿勢がよかった」など、参観された

先生方からは肯定的な意見をいただき、意見交換会・分科

会では先生方からいろいろと質問や意見を頂くことがで

き、今後の授業改善に役立つ機会となった。また、授業担

当者および参観した本校教員からは「研究テーマに即した

授業を展開することの難しさを感じた」「普段の教材研究

が不足していた」「よく考えた授業を展開していた」「授業

の手法を含めて、校内外にアナウンスし、改善のヒントを

いただけるように工夫が必要」など、授業を見直す機会と

なった。 

 

【今後の課題】 

 授業改善の視点から校内での研修や公開授業を定期的

に行い、客観的に振り返る機会を設ける必要がある。さら

に早い段階から各教科で準備をしてもらい、狙いなどを明

確にした上で、広報活動を充実させ、本校の取り組みの理

解につなげていきたい。また、情報交換・分科会の充実の

ため、当日のスケジュールの改善を行いたい。 
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対象：生命科学コース第１～３学年（１単位） 

【仮  説】 

 生命科学分野に関連する専門教材を基にし、プレゼンテ

ーション及びディベートを含めたより実践的な学びを行

うことで、科学英語を学びながら、表現力、思考力、主体

性、実践的なスキルを身につけることができる。 

【内容・方法】 

CLIL (内容言語統合学習)を意識した英語学習を行って

いる。日本や世界の時事を授業で扱い、生徒はディスカッ

ションやディベートを通して内容を深める。今年度は生徒

同士での情報共有やプレゼンテーションを促進するため、

多くの場面で PC を使用している。3 年間の実践英語のポ

ートフォリオを作成するためにも PC を利用している。 

   

1 
 
 

 
 

 

2 

 

 
 

 
 
 

3  
 

 

1 年時は主に生態学の基礎を学びながら、調査、実験、

講義の形態で授業を行う。2 年時は段階的にディベートの

活動を取り入れ、論理的思考力を高める。3 年時は各自の

課題研究について英語でプレゼンテーションを行う。 

【検証・評価】 

 3 年間の授業を履修した生徒を対象に取ったアンケー

トで実践英語の授業でのディベートとプレゼンテーショ

ンが最も有益であったと感じた生徒が多かった。彼女らは

より良いプレゼンテーションをするため、もっと多くの機

会が必要だとコメントしていた。これらを踏まえて、全て

の授業の中で生徒がプレゼンテーションをすることがで

きるようにしていく。 

【今後の課題】 

高校 3 年生がプレゼンテーションをする準備をしっか

り整えるために、高校 2 年生の間にプレゼンテーションの

土台を作りたい。さらに生徒たちが実際に研究している間

に、彼女らの研究について発表する機会をもっと多く与え

たい。これにより、英語教員は生徒が行っている研究によ

り精通し、将来的に生徒をより良くサポートできる。

 

対象：生命科学コース第１学年 

【仮  説】 

日常的に英語を使う機会を増やすことは、世界共通語と

しての英語の意識を高め、英語運用能力の向上ならびに国

際感覚の育成につながる。外国人教師を担任として配置し、

学級運営を行うことにより、それを促進することができる。 

【内容・方法】 

生命科学コース 1 年生の担任として、本校の英語ネイテ

ィブ教員を配置し、毎日の S.H.R.や清掃活動、教室内掲

示物、個人面談等において英語に触れる機会の多い学級運

営を行った。日常的に英語に触れる機会を多くすることで、

英語に対する意識がどのように変容するかについて分析

した。 

【検証・評価】 

 日常英会話について、1 年生に対しては入学時からの変

化を尋ねたアンケート結果が次のグラフである。生徒は

「日常的に英語を使う機会が増えた」ことを実感している。 

 

過去数年と異なり、放課後、様々な話題の会話を英語で

行うことを試み。最初は数人の生徒だったが段々拡がって

いった。S.H.R.の中で持続的な英会話を行うことは難しい

が、英会話に特に関心のある生徒個人、あるいはグループ

で、放課後、継続的に英会話を行う機会を提供出来ている。 

【今後の課題】 

今年度の試みをふまえ、放課後に英会話に興味のある生

徒と継続的に会話する機会を続けていきたい。 
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３－１１ グローバル自然探究 
対象：生命科学コース第１学年、文理コース第１・２学年希望者 

【仮  説】 

マレーシアは多民族・多宗教国家であり、英語も広く使

われている。さらに、生物多様性を実感するのに特に適し

た地域も有している。これらのことから、国際理解を深め

るだけでなく、環境教育の場としても有効と考えられる。

このような海外地域で、現地の大学と連携して環境教育と

異文化理解・国際理解をテーマとした研修を実施すること

で、国際的な視点をもった環境意識を養うとともに、英語

運用能力の向上と、異文化への理解を深めることができる。 

 

【内容・方法】 

今年度は、マレーシア・サバ州（ボルネオ島）のサバ大

学及びマレーシア・ジョホール州（マレー半島）のツン・

フセイン・オン大学（UTHM）と連携した研修として、大

学や大学の研究施設において、大学の教員や学生の指導に

よるフィールドワーク及び講義・グループワークを実施し

た。フィールドワークと講義やグループワークに連続性を

持たせることで、研修内容を深めることを目指した。 

研修内容は次の通りである。 

日程：2019 年 8 月 8 日（木）～17 日（土）9 泊 10 日 

事前学習：放課後を使い 3 回実施。 

日次 月日（曜） 行     程 

1 
8/8
（木） 

関西空港からクアラルンプール経由にてサバ
州コタキナバルまで移動 

2 
8/9
（金） 

USM熱帯生物保全研究所(ITBC)にて講義・見学
“Biodiversity and Conservation Issues in 
Sabah”等 

3 
8/10
（土） 

コタキナバルウェットランドで湿地研修 
Klias Peat Swamp Forest Field Centre で研修 
ガラマ川で川辺の動物観察 

4 
8/11
（日） 

サピ島・マヌカン島で海洋研修（自然公園に関
する講義・観察） 

5 8/12（月） コタキナバルからジョホール州まで移動

6 
8/13
（火） 

Endau-Rompin National Park の UTHM 施設
(NERC)まで移動し、近くの Peta 村の村長を表
敬訪問、Rompin 川の川中及び川辺の観察 
講義「マレーシアのサル」 

7 
8/14
（水） 

UTHMによる森林研修（熱帯雨林観察） 
グループワーク・講義「歩いた熱帯雨林について」
ガイドスタッフへの Interview 

8 
8/15 
（木） 

NERC内の植物観察とスケッチ（グループワーク）
観察した植物について紙プレゼンテーション発表 
NERC内の昆虫観察と採集（グループワーク） 
観察した昆虫について紙プレゼンテーション発表 
夜の NERC 内の森林観察 

9 8/16（金） NERCからクアラルンプールへ移動し、関西空港へ
10 8/17（土） 関西空港から岡山へ帰着 

※研修のあった日の夜には、その日の活動のまとめ、振り

返りと、翌日に向けた準備の時間を設定した。 

【検証・評価】 

事後に収集したアンケート結果より、検証する。 

研修に対する全般的な満足度と、どんなところに学びが

感じられたかを尋ねた結果が次のグラフである。 

 

研修に対する満足度は非常に高く、後輩に勧めたいとい

う生徒も 6 割を超える。特に植物に対して大きな学びを感

じている。これは現地で指導にあたってくれた先生と学生

が非常に知識豊富だったことから、生徒自身がさまざまな

質問をし、多くの応えを得た証拠と言える。 

研修中の困難について尋ねた結果が次のグラフである。 

 

英語によるコミュニケーションの壁は高く感じられた

ようである。突然のスコール等があったものの、その点に

困難さはあまり感じていない生徒が多い。環境や文化の違

いへの理解を深め、受け入れて過ごすことができた。 

興味深かった研修について尋ねた結果が次のグラフで

あり、いずれも興味関心を深めた結果となっている。 

 

 

【今後の課題】 

研修中の学びが深まるような、活動毎によく質問ができ

るような事前学習の組み立てが有効だと考えられるが、そ

のためにはもう少し時間の確保が必要である。 

今回は、ボルネオ島からマレー半島への移動で 1 日の移

動日が発生してしまったためか、時間不足を感じる研修も

あり、移動にかかる時間を抑えられる流れにしたい。 

先端
科学

ESD
グロー
バル

グローバル社会で活躍するために
必要となる語学力並びに国際感覚
の育成 
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対象：併設中学校（＝清心中学校）３年生 

【仮  説】 

1 人 1 家庭にホームステイをすることで、英語のコミュ

ニケーション力を高めることができるとともに、オースト

ラリアでの生活習慣に従って、その環境を受け入れ、異文

化の中にあって自ら生きる力とグローバルな視野を身に

つけることができる。また、日本では見られないオースト

ラリア大陸での自然・動物・天体等を実際に見ることで、

自国以外の環境にも興味関心をもつことができる。英語で

書かれた看板や説明書きを読んで、訳したりまとめたりす

ることで化学に関する英語表現に慣れることができる。 

【内容・方法】 

令和元年 6 月 30 日～7 月 13 日に清心中学校 3 年生 92

名を対象に実施した。事前学習から研修中及び事後学習に

おける一連の活動の概要は以下の通りである。 

○事前学習 

①中３の春期休暇に希望者対象で校内 2 泊 3 日の英会話

合宿を実施した。学年の 8 割の生徒が参加した。 

②グローバルの授業や英語の授業で、オーストラリアにつ

いての学習や日常会話の練習を行った。 

③中２英語の授業でオーストラリアについて調べてポス

ターを作成し、発表した。 

④中２・中３の英語の授業でオーストラリアの自然、動植

物、学校生活、食生活、生活習慣について学んだ。 

⑤中２・中３のロングホームルームを利用し、オーストラ

リアと日本の生活習慣の違いについて学んだ。 

⑥中３理科の授業で南半球と北半球の天体の動きの違い

について学び、南半球の星座盤を作成し持参した。 

○研修内容 

①生徒はブリスベン到着後、1 家庭に日本人は 1 名という

条件のもとホームステイを始めた。ホームステイ先はオ

ーストラリア人家庭とは限らず、アジア系、イスラム系

など様々であった。また他国からの留学生を同時に受け

入れている家庭も多かった。それらの人々と英語でコミ

ュニケーションを取り、共に生活することで、密度の濃

い異文化体験をすることができた。 

②午前中は Shafston International College で習熟度別の

クラスで授業を受けた。習熟度別グループの為、生徒の

英語力に合った学習をすることができ、それぞれのグル

ープで充実した学習となった。 

③午後はサイエンスセンター訪問、博物館訪問、お菓子作

り、アボリジニ文化体験、世界遺産スプリングブルック

国立公園訪問、教会訪問、ローンパイン（コアラ保護区）

見学、ボタニカルガーデン訪問、AUS スポーツ体験を

行った。今回初めて行った AUS スポーツ体験では体験

後に近くのスーパーを訪問し、実際に買い物をすること

で、その後の生活にも生かされる内容となった。 

○事後学習 

①夏期休暇の理科の課題として、研修中に見た科学に関わ

るものの説明文を写真に撮り、その内容を日本語訳した

説明レポートを作成した。 

②校内文化祭では各自が行った現地調査をもとに、オース

トラリアの「自然環境」「天文」「Diversity」「バリアフ

リー」「ワークシェア」「食生活」のテーマで代表グルー

プがプレゼンテーションを行った。教室では各グループ

のテーマごとに展示発表を実施した。 

③技術・家庭科ではパワーポイントの学習で、オーストラ

リア研修についての資料作成を行った。 

【検証・評価】 

帰国半年後の 1 月上旬にアンケートを実施した。 

 

・研修に行く前から 80％近くの生徒が楽しみにしていた

が、帰国後はほぼ全員の生徒が研修は楽しかったと感じ

ており、積極的に活動できた生徒も多い。 

・ほとんどの生徒が英語は必要であると感じている。 

・英語力が向上したと感じている生徒は約 70％であるが、

異文化を理解したいと思っている生徒は多く、帰国後、

英語の授業の学習意欲が増している。 

・多くの生徒が海外に対する興味を持っており、帰国後も

オーストラリアに関するニュースに関心を持つなど海

外への興味関心は高まっている。 

・80％以上の生徒が自然環境に関する興味が深まったと

感じている。研修中の各施設訪問等でオーストラリアの

自然環境に触れることができた。 

・サイエンスセンターで自分が興味を持った展示物と説

明文を撮影し、ホームステイ先で家族とその内容につい

て話し合うという課題を課すことで、より真剣に見学す

ることができ、展示物の原理を理解しようとする生徒が

多かった。 

【今後の課題】 

今後はワークシートの内容を検討し、事前に準備したも

のを使用することでさらに意欲的に見学、活動できると考

えられる。 
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対象：生命科学コース第２学年（２単位） 

【仮  説】 

持続可能な開発を意識した上で、フィールドワークや専

門家による講義を展開することで、将来、科学者として必

要となる倫理観を体験的に身につけることが出来る。また、

生物学、生態学、環境学における専門家から直接学ぶ事に

より、科学的なアプローチによる自然保護や環境保全方法

について深く学ぶ事ができると共に、理系への進路意識の

向上を促す事が出来る。 

【内容・方法】 

生命科学コース第 2 学年の生徒を対象に、「総合的な学

習の時間」の枠の中で展開した。実施内容は大きく分けて

3 つあり、(1)フィールドワークによる環境調査、(2)校内

自然環境の理解とその維持のための整備活動、(3)大学等、

専門家による講義である。各内容は以下の通りである。 

(1) フィールドワークによる環境調査 

 本校周辺の水田脇の水路には外来種であるミシシッピ

アカミミガメが生息している。外来種が在来種に及ぼす影

響（外来種問題）をテーマに、水路に生息するカメの捕獲

調査を行った。指導の流れは以下の通りである。 

①外来種問題を話題として取り上げ、本校の身近なところ

にも外来種問題があることを理解させた。 

②調査日の朝、カメトラップにエサ(魚の頭など)を仕掛け、

水路の 21 か所にカメトラップを設置した。なお、実施

は 6 月、7 月、9 月の計 3 回行った。 

③設置から 6 時間経過後、トラップを回収し、甲長と重量

の計測、総排出腔の位置による雌雄の判別を行った。 

④得られた調査データから、カメ捕獲数における外来種の

割合を算出した。 

(2) 校内自然環境の理解及び維持のための整備活動 

本校の校舎は才公山の上に建っており、周りは竹林が生

い茂っている。春先に竹林の整備のため、タケノコ掘りを

行った。また、秋にはビオトープ内の清掃活動も行った。

さらに亜熱帯自然探究で行う森林調査の比較として、校内

の樹木（特にアカマツ）の樹齢や樹高、幹の直径を計測し、

そこから二酸化炭素吸収量を算出した。 

(3) 地域の課題の抽出と改善案の企画 

 内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局、内閣府地

方創生推進事務局が主催する「SDGs まちづくりアイデア

コンテストへの参加を目指し、岡山県など地域が抱える問

題点を調べ、改善する企画をエントリーシートにまとめた。

応募した企画のうち、SDGs 項目 3 及び 11 に注目した「目

指せ！岡山県民健康寿命最年長！」という企画が最終審査

まで進出した。 

(4) 大学等、専門家による講義 

 主に生物学、環境学、生態学を専門分野とする方々を招

聘し、講義を行って頂いた。年間を通じて 10 名の方に講

義をして頂いた(11 回)。招聘した講師は次の通りである。 

5/30  岡山市教育委員会生涯学習課 友延栄一氏（ESD） 

6/4  ESD コーディネーター 原明子氏（ESD） 

6/27 森林教育研究所 佐野淳之氏（森林生態学①） 

9/12 森林教育研究所 佐野淳之氏（森林生態学②） 

9/26 横浜薬科大学 村田実希郎氏（薬学） 

10/24 川崎医科大学 中田昌男氏（医学） 

11/7  南九州大学 秋山繁治氏（生命科学） 

11/21 岡山大学 安藤元紀氏（動物生理学） 

12/12 東京大学 池田博氏（植物学） 

1/16  兵庫医科大学 菅原文昭氏（発生生物学） 

2/7  神戸大学 源利文氏（環境 DNA 分析） 

【検証・評価】 

カメの捕獲調査では、外来種であるミシシッピアカミミ

ガメを調査対象とし、科学的なデータを裏付けとして、外

来種問題を考察出来た。校内の自然環境の整備及びでは、

チームワークが非常に見られ、良い協働学習を展開できた。

また、森林調査では卒業生が TA を行う等、学年を越えた

指導体制で実施できた。今年新たに試みた SDGs 街づく

りコンテストへの参加は、自分たちが抱える地域の問題点

の抽出と改善点の発案を行うことで、積極的な ESD 活動

を展開することができた。 

専門家による講義を受けた後に取ったアンケート結果

では５段階の評価のうち多くの項目で高得点が得られ、生

徒にとって有意義であった事が伺える。 

 

【今後の課題】 

今後も様々な取り組みを継続して行い、有効な ESD の

実践例を積み重ねていきたいと考えている。 
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３－１４ 生命科学 Labo Junior 
対象：併設中学校（＝清心中学校）３年生（随時） 

【仮  説】 

 環境に関する研究施設と連携し、屋外における自然体験

を含む環境学習を実施することで、日常において不足しが

ちな屋外での自然体験を補うことができ、自然環境に対す

る問題発見につながる多様な視点から身近な環境につい

て考える姿勢を育むことができる。 

 

【内容・方法】 

 岡山県自然保護センターの施設を利用し、平成 31 年

4 月 27 日（土）及び令和元年 9 月 28 日（土）の計 2 回実

施した。実施内容は次のとおりである。 

春 

植
物

講義：春の植物紹介 
   (岡山県自然保護センター 藤田拓矢氏) 
実習：植物探索と観察及びスケッチ 

動
物

実習：水辺の小動物の採取 
講義：採取した小動物の同定とその生態 
   (岡山県自然保護センター 阪田睦子氏)

秋 

植
物 

講義：秋の植物紹介 
   (岡山県自然保護センター 藤田拓矢氏) 
実習：落葉樹と常緑樹の葉の比較 
   (光合成量の差の推測と根拠の予想)

動
物

実習：フナの計測と解剖 
講義：フナの体のつくり 

(岡山県自然保護センター 阪田睦子氏)
 

いずれも植物分野と動物分野の実習を半日ずつ設定し、参

加者は両分野の実習にも参加した。春の実施では学年全員

が参加し、秋の実施では春の活動を経て興味をもち、さら

に深めたい希望者を募った。 

【検証・評価】 

 実習後に取ったアンケート結果によると、もともと動植

物を触ることに抵抗が低い生徒は少ないが、例年に比べ秋

の参加人数は約 2 倍であった。春の環境学習で 5 割近い

生徒が動植物に触れることへの抵抗が軽減したこと、また

自分たちで動植物を探すという経験が大きな影響を与え

たと考えられる。実体験の場の提供と、動植物に触れる抵

抗感の軽減という観点から見ると、環境学習の目的を達成

していると考える。秋は希望者の参加であるため、概ね肯

定的である。また、実習後には抵抗感が軽減した生徒が 7

割を超えた。また、植物の光合成量の違いについて観察を

通して調べる方法を考えることが面白いと感じた生徒も

多く、進学後の課題研究への意識付けにもなったといえる。 
【今後の課題】 

動植物に触れていないということを無くすために、現在

の参加形態を変える必要はないと考える。実施直後は動植

物への抵抗感が軽減している生徒が増えるが、それが持続

するような取り組みを普段の授業にも取り入れたい。 

 

３－１５ 学校ビオトープの維持管理 
対象：生命科学コース第２学年（随時） 

【仮  説】 

身近な自然環境に目を向け、定期的な手入れを行うこと

で、本校がある里山環境の生態系を理解し、長期的にその

環境を保つことの大切さの理解につなげることができる。 

【内容・方法】 

本校では、2012 年 9 月に学校の敷地内に希少種の保護

を目的としてビオトープを造成した。実験室内に限らず、

より自然に近いビオトープ内でこれらの種の生態研究を

進め、繁殖につなげていくことを計画している。また、本

校周辺の生物種（カエル目やトンボ相など）の理解にもつ

なげたいと考えている。具体的な内容は、ビオトープ内に

繁茂するアオミドロ類の除去、周辺の落ち葉や雑草の除去、

植相の整備等である。これらの活動は、清掃時間帯を利用

し、生命科学コース 3 年の生徒が継続的に手入れを行うと

ともに、学校設定科目「グリーンサイエンス」の一部の授

業時間を用いて行った。特に今年は、研究用として植栽し

ている水生シダ植物を間引きした。 

【検証・評価】 

 ビオトープ内には、課題研究で実験材料として使用して

いるデンジソウ科の植物が生育できているが、特にナンゴ

クデンジソウが年々生育域を拡大し、ビオトープ内で優占

種となっていた。今年度はそれを間引きし、同等のニッチ

を持つ他種植物に配慮した。ビオトープ内の富栄養化は抑

えることが出来ており、水の透明度は例年同様高い。四季

に応じて、トンボ相も昨年同様に観察でき、造成当初に近

くの川から採集し、投入したメダカも順調に繁殖できてお

り、動物相には多様性が見られる。周辺のセイタカアワダ

チソウ等が拡がり、植物相の多様性が低下する問題につい

ては、今年度も見られた。 

【今後の課題】 

ビオトープ内での生物材料（主に希少種）の飼育、繁殖

については、今後も継続して行い個体を維持する必要があ

る。定期的に手を入れないと荒廃するので、その点を生徒

に理解させながら指導を継続していきたい。 

地球が抱える課題解決に向けた
ESD プログラムの開発 

先端
科学

ESD
グロー
バル

地球が抱える課題解決に向けた
ESD プログラムの開発 

先端
科学

ESD
グロー
バル
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３－１６ 校内里山づくり 
対象：併設中学校２年生、全校生徒（希望者） 

【仮  説】 

 本校は木々に囲まれた才公山の上に建てられているが、

校内の木に触れたり、森に入ったことの無い生徒がほとん

どである。本校の南斜面には孟宗竹林が広がり、他の木が

覆われている。生徒の手によって整備を実施し、収穫の愉

しみを通して自然と人のつながりについて理解を深める

ことができる。 

 

【内容・方法】 
授業や有志による二子の丘レンジャーによる活動で校

内の下枝刈りや間伐を進め、生徒に自然を放置せず手を加

えることで、自然との共存を体験させてきた。4 月に筍の

収穫を実施し、整備から収穫の一連の流れを体験させる。

具体的な流れは次の通りである。 

・4 月：中２の授業で竹林に入りタケノコを収穫した。 

・3 月：二子の丘レンジャーを募集し、老いた竹の撤去や

間引きを行い、人が通れる環境へと整備した。 

竹林整備の様子 

【検証・評価】 

 タケノコの収穫自体が、竹林の整備と繋がっているので、

生徒にとっては自然を身近に感じられる体験となった。ま

た、若い竹は水分が多く軟らかいことや、タケノコの断面

が竹の節と似ているなど、生徒が自らの体験や観察を通し

て新しい知識を得られることを喜ぶ姿が見られた。 

【今後の課題】 

竹林の整備によって、埋もれていた樹木の樹形や植生に

変化が見られる。環境の変化による里山の生態系の調査へ

とつなげられると、校内里山を通した学習モデルの構築が

期待できる。

 
 

３－１７ ＳＤ委員会 
対象：全校生徒 

【仮  説】 

SD（持続可能な開発）委員会を立ち上げ、生徒主体の

活動を促すことで、生徒及び学校全体に SD 意識を広める

ことが出来る。 

【内容・方法】 

本校組織の中には、なでしこ生徒会が設置されており、

生徒が主体となって学校行事等を進めている。さらに、な

でしこ生徒会の管理の下で、各種委員会活動が行われてい

る。一昨年度より、校内の各種委員会を統括する位置にSD

委員会を設立した。SD 委員会は SD 活動の牽引役として

機能させるため、各委員会における SD 活動の取りまとめ

と、自身でも活動を行う組織とした。SD委員会において、

国連が掲げた目標である SDGs（持続可能な開発目標）を

もとに、学校生活においてどのようなことが出来るかを考

え、意見を出し合った。その一部は次のようである。 

〇SDGs のポスター作成と掲示 

今年度は SDGs の項目 1、2、4、6、12、14、16 につい

て具体的な行動例を明示したポスターを教室内に掲示し

た。例えば項目 4「安全な水とトイレを世界中に」につい

ては、節水（音姫の利用、手洗い場での節約など）を呼び

掛けるなど、SDGs が自分たちの行動に根付くように留意

した。 

○ベルマークを収集し、教育助成団体に寄付する。 

 昨年に引き続き、SDGs 項目 1（貧困をなくそう）に関

連させ、ベルマーク収集活動を推進した。 

○アフガニスタンへランドセルを寄贈 

 SDGs 項目 4（質の高い教育をみんなに）に関連させ、

国際協力 NGO ジョイセフが企画している「思い出のラン

ドセルギフト」を通して、使い終わったランドセルを寄贈

した。1 つのランドセルを寄贈するために必要な費用は

「1day 私服 day」というチャリティーイベントを計画し、

私服で登校した生徒は 1 人 100 円以上の寄付をした。ま

た、その日も「思い出のランドセルギフト」の趣旨に賛同

する生徒からも寄付があり、6 個のランドセルとノートや

鉛筆などの学用品をアフガニスタンに送ることができた。 

【検証・評価】 

 引き続き、SD 委員会の活動を校内にもっと普及させる

必要がある。また、昨年度から続けている活動をさらに充

実させる必要があると共に、新しい取り組みの可能性を模

索し、日々何かに取り組んでいるという意識を生徒に持た

せたいと考えている。 

【今後の課題】 

今後も継続して活動を行い、校内の SD 意識が拡げてい

くと共に、生徒の幅広い意見を集めていきたい。 

地球が抱える課題解決に向けた
ESD プログラムの開発 

先端
科学

ESD
グロー
バル

地球が抱える課題解決に向けた
ESD プログラムの開発 

先端
科学

ESD
グロー
バル
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対象：文理・NDSU 特別進学コース第２・３学年（２単位および随時） 

【仮  説】 

課題研究は、さまざまな教育内容が関連し、多くの力を

実践的に伸ばす核となる活動である。その対象分野を社会

科学に広げることで科学課題研究を経験しない生徒にも

課題解決型の課題研究を通して、研究に対する姿勢や科学

的な思考力を養成することができる。また、自然科学・社

会科学・人文科学に共通の基盤である問題発見・解決能力、

情報収集・処理能力を伸ばすことができる。 

 

【内容・方法】 

(1) 前年度までの流れ 

平成 11 年度より実施している本校の総合的な学習「発

展科目」は、教科融合的な講座選択制の科目である。平成

27 年度にスーパーグローバルハイスクールアソシエイト  

校に指定されて以来、その中の「女性」「中国語」の講座

で探究活動に取り組んでいる。 

 加えて、平成 30 年度から始まった「フィリピンスタデ

ィツアー」を地域研究のツールとし、課題研究を実施した。

令和元年度は系列のノートルダム清心女子大学への進学

クラス３年生 32 名を対象に「社会科学課題研究」を設定

し、課題研究の取組を広げた。 

(2) 年間の活動 

「総合的な学習の時間」である「発展科目」の中で「女

性」の講座はノートルダム清心女子大学文学部および人間

生活学部との合計７回の連携講座を実施している。「現代

社会とジェンダー」「広告表現と女性」などの講義をヒン

トにテーマを選び、また高校教員によるディベートや調査

研究の進め方の授業を経て、２～３人のグループで課題解

決型の課題研究に取り組み校外で日本語および英語の発

表をした。 

同じく「発展科目」の「中国語」の講座は、一つには中

国語の初歩を学ぶという目的があり、語学学習と同時に中

国が抱える課題に目を向けて年度の後半に２～３人のグ

ループでの課題研究に取り組んだ。 

「フィリピンスタディツアー」には１年生を中心に 30

名が希望し参加した。放課後を利用して事前学習に取り組

み、近代史について英語を交えて学ぶ等の準備をして訪問

した。学校訪問や本校が修学支援している家庭の訪問など

から課題を発見し課題解決型の探究活動を行い発表した。 

「社会科学課題研究」では、進学予定の学科の入学前教

育での大学における約 10 回の講義・演習、また、高校で

の授業の内容からテーマを選び一人１テーマで課題研究

に取り組んだ。 

(3) 校外での発表実績 

2019.8.31  HeForShe UNWOMEN プロジェクト 

2019.12.22 2019 年度全国高校生フォーラム 

2020.3.20  令和元年度京都大学ポスターセッション 2019 

2020.3.14-4.3  Japan Society Junior Fellows Leadership Program 

  
フィリピンスタディツアー 全国高校生フォーラム 

【検証・評価】 

1 月末に「社会科学課題研究」履修者に対して行ったア

ンケートを行った結果は以下の通りである。 

 

 課題研究を通して研究に向かう姿勢や、情報収集・処理

能力、興味関心を伸ばすことができたと感じている。論理

的思考力、科学的思考力の定義と評価が課題である。 

 「発展科目」の講座では関心を広め、研究の基本的な進

め方を修得できたが、テーマを意義あるものに絞り込み、

調査・検証する方法に困難を感じる場面が多くあった。 

フィリピンでは、貧困の実情を目の当たりにし、想像以

上の劣悪な環境に戸惑い、積極的に質問をすることができ

ない生徒が多かった。帰国後も、自分たちにどのような支

援活動ができるのかという問いに答えの出せない生徒が

多数いた。しかしこれは、現地の人々と交流する中で、他

国の貧困を他人事と捉えてはいけないという意識が芽生

えたからこその結果である。また、現地の高校生との交流

を通じて、言葉や文化の違いがあっても、お互いを理解し

友好関係を構築する喜びを経験ができたという意味でも

有意義な研修であったといえる。 

【今後の課題】 

社会科学分野の研究における調査方法に関して一層の

研究が必要である。内容の充実に向けて研究入門の学びを

低学年から展開しなければならず教科横断的な実施など

カリキュラムマネジメントが求められる。 



- 25 - 

 

 

【仮  説】 

科目「英語会話」および学校設定科目「実践英語」にお

いて行っている実践的な英語運用能力育成のための教材

を公開することで、科学教育を推進する中でツールとして

の英語の重要性を参加者に理解される。また、他校に対し

教育実践例を提供するとともに、研究協議および情報交換

をすることが教材開発の進化につながる。 

 

【内容・方法】 

平成 21 年度より、毎年 SSH 科学英語研究会を開催し、

本校が進めている英語教育の実践例を公開している。特に

近年は生命科学コース設定科目「実践英語」の中で、内容

理解と言語習得を同時に行う「CLIL（内容言語統合型学

習）」の手法を用いたさまざまな授業を展開してきた。今

年度は、その手法を元にテーマに関して考察した内容や意

見を生徒同士が具体的に描写したり共有したりするなど、

ディスカッションの様子を公開することにした。また、

SSH のグローバル化に伴い、各学校が取り組んでいる授

業実践例を共有する分科会（情報交換会）を行った。 

○実施日：令和元年 6 月 22 日（土）12:15～16:00 

○参観者人数：46 人（学校関係者・保護者を含む） 

○公開授業「Frog：Image and Reality」 

対 象：生命科学コース 1 年（25 名） 

担当者：ブライアン・ティムス 

内 容：科目「実践英語」 

「カエルに対するイメージと実態の乖離」というテーマで、

生徒が抱く「カエル」に対するイメージをどのようにし

て変化させるかについてディスカッションを行う。 

○英語による課題研究口頭発表 

○公開授業に関する研究協議 

○分科会「生徒の読解力と表現力を育成」「教材開発」「統

合スキルへ応用するための工夫」に分かれて本校の取り

組みを紹介しながら、授業実践に関する情報交換を行う

場を設けた。 

  

授業の様子① 授業の様子② 

  

高 3 生の英語プレゼン 分科会 

 

【検証・評価】 

参観者に行ったアンケート結果は以下の通りである。 

 

参観者からすべての項目で肯定的な意見を頂いた。また、

自由意見を書いてもらったが、「授業へのヒントをたくさ

ん頂くことができた」や「英語の授業内容、課題研究と、

本当に素晴らしい実践研究が見られた」などと高い評価を

頂いた。成果の普及の面ではアンケート結果から授業およ

び研究協議・分科会が参考になると評価を頂いており、効

果はあったと考えられる。 

 

【今後の課題】 

公開日を休日にしたことで幅広い地域の先生方および

保護者の方に見ていただけた。今後も様々な地域の先生方

に参考にしていただけるよう教材開発と成果の発信を行

っていきたい。 
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３－２０ 令和元年度 SSH・SGHa 研究成果発表会 
 

【仮  説】 

本校の SSH・SGHa 事業の内容を SSH・SGH 校や地

域の学校教員や教育関係者、保護者に公開することで研究

成果の普及が進み、自然科学・社会科学を合わせた探究活

動の理解に繋がる。また、SSH 卒業生がその体験を後輩

の中高生に語ることで、SSH 活動および探究活動の理解

が進み、主体的に学ぶ姿勢を持たせることができる。 

 

【昨年度までの実施状況及び課題】 

 これまでこの発表会では SSH プログラムの内容および

研究成果を中心に公開してきた。第 3 期に入った平成 28

年度から中学を含めた SSH プログラムが始まり、ESD の

視点を取り入れた研修や課題研究にも取り組んできた。ま

た、SGHa として活動してきた社会科学の課題研究が文系

生徒を中心に行われてきたことにより、昨年度に続き

SSH だけでなく SGHa も合わせた多彩な取り組みの成果

を公開し、それらを通して本校全体の探究活動の理解と普

及を進めたいと考えた。 

 

【内容・方法】 

本校では平成 24 年度より卒業生が在校生（併設の中学

生も含む）に対して在学中の活動や現在の研究紹介を行う

ことで、理系進学への意欲を高めようとする試みに取り組

んできた。また、SGHa の活動をする生徒を中心に社会科

学系の課題研究が広がりだしたことにより、全校生徒に文

系理系を合わせた本校の探究活動の成果の理解を図った。 

○実施日：11 月 8 日（金）12:45～15:40 

○会 場：清心中学校・清心女子高等学校記念館  

○内 容： 

(1) 生徒による SSH・SGHa 事業の概要説明 

(2) 生徒による SSH・SGHa 課題研究口頭発表 

   ・SGHa 課題研究・課題研究フラッシュトーク 

・SSH 科学課題研究 

(3) 卒業生による講演 

松井千乃（岡山大学マッチングプログラムコース） 

宮本稚子（岡山大学環境生命科学研究科） 

(4) 女性研究者による記念講演 

  演題「わたしの鉄鋼（理系）人生」 

  講師：安田 恭野氏（㈱JFE スチール） 

 

【検証・評価】 

参観者に行ったアンケート結果を右に示す。全般的に高

い評価をいただいている。また、卒業生の講演は生徒保護

者にとって関心が高く、ロールモデルとしての役目を担っ

ており、この連携については参観者のほぼ全員が良い取組

みと考えている。 

 

 生徒に対して行ったアンケートは以下の通りである。 

 

課題研究発表について 7 割以上の生徒が興味をもち、特

に身近なテーマに関する研究が分かりやすかったと回答

している。また、発表会参加生徒に自由に感想を書いても

らった中で多かったものは「文系理系ともに課題研究の内

容が興味深かった」「さまざまな課題研究内容を知ること

ができてよかった」「卒業生の現在にいたるまでの話が参

考になった」などで、校内で行われている活動を知ること

ができるだけでなく、よい刺激が得られる機会であったこ

とが分かる。また、ロールモデルの提供は、自分の将来考

えるよい機会になっていると思われる。 

 

【今後の課題】 

学校全体で課題研究を行っているグループが増え始め

ているため、SSH だけでなく、様々な活動や研究に主体

的に取り組んでいる生徒の活動を発表する場を与え、それ

を校内外に公開することで、成果の普及に努めていきたい。 
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【仮  説】 

次世代の科学技術を担う女性研究者・技術者を育成して

いくためには、理系分野への興味・関心、グローバル化に

対応できる感覚と能力を高めるだけでなく、それを取り巻

く社会の意識改革が必要である。女子生徒による科学研究

発表交流会の実施は、理系女子生徒間の友好・仲間意識を

深めること、活躍する理系女性をロールモデルとして生徒

が将来をイメージできること、そして理系女性を受け入れ

る社会の意識改革や啓発活動という点で有効である。また

継続的に実施していくことで、社会への浸透が進んでいく。 

 

【内容・方法】 

○全国大会（東京大会） 

実施日：令和元年 10 月 27 日（日） 

会 場：早稲田大学西早稲田キャンパス 

内 容：ポスター発表（発表総数：141 件） 

講演 渡辺美代子氏（国立研究開発法人科学技術振

興機構副理事） 

講演 花嶋かりな氏（早稲田大学教育総合科学学術

院・先進理工学研究科准教授） 

※全国大会参加人数：390 人 参加校：33 校（大学・

企業を含む） 

 

○東北大会 

実施日：令和元年 8 月 4 日（土） 

会 場：宮城学院中学校高等学校 

内 容：課題研究口頭発表（6 件） 

  講演 東北大学理系研究者（サイエンスエンジェル）3 名 

○九州大会 

実施日：令和元年 8 月 4 日（土） 

会 場：南九州大学都城キャンパス 

 内 容：課題研究口頭発表（4 件） 

  講演 福田公子氏（首都大学東京理工学研究科准教授） 

○四国大会 

 実施日：令和元年 8 月 25 日（土） 

 会 場：愛媛大学城北キャンパス 

 内 容：課題研究口頭発表（6 件） 

     愛媛大学理系研究者（サイエンスひめこ）との交流 

○中国大会 

 実施日：令和元年 9 月 28 日（土） 

 会 場：福山大学社会連携研究推進センター 

  

内 容：課題研究口頭発表（5 件） 

講演 郡司芽久氏（独立行政法人国立科学博物館動

物研究部 特別研究員) 

○関西大会 

 実施日：令和元年 12 月 14 日（土） 

会 場：奈良女子大学 

 内 容：課題研究ポスター発表（発表総数：57 件） 

     研究者との研究分野別ワークショップ 

○沖縄大会 

 実施日：令和 2 年 1 月 25 日（土） 

会 場：沖縄科学技術大学院大学 

 内 容：課題研究口頭発表（5 件） 

  講演 枡鏡優美子氏（沖縄科学技術大学院大学膜生物

学ユニット ポストドクトラルスカラー） 

※地方大会参加人数：455 人 参加校：50 校 

 

 【検証・評価】 

今年度は新たに「中国大会」「沖縄大会」を行い、「東北

大会」「九州大会」「四国大会」「関西大会」合わせて 6 つ

の地方大会を行った。各大会ともその地域のSSH校、SGH

校や科学部で課題研究を行っている学校から参加があっ

た。自由記述の感想では他校と交流する機会を通して、「刺

激を受けた」「他校の研究内容や取り組みから学ぶことが

多かった」「アドバイスをいただけ、今後の課題研究に活

かしたい」など肯定的な意見が多かった。また、SSH 校

だけでなく、SGH 校や自然科学系クラブで成果を上げて

いる学校など多くの参加があったことは今後の拡がりに

つながると考えられる。地方大会に参加した生徒のアンケ

ート結果は以下の通りである。 

 

全国大会（早稲田大学）では新たな参加校も増え、様々

な学校からこの交流会に興味・関心を持っていただいてい

ることが伺える。次に示す参加生徒のアンケートによれば、

本事業は他校生徒との交流を通じて大きな刺激を受け、課

題研究に対する興味・関心を高めていったと言える。また、

複数の女性研究者の講演や年齢の近い大学院および企業 
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の女性研究者の発表を通して、ロールモデルを提供する

ことで将来への展望を持ち、理系で頑張る気持ちを強める

ことができた。報道機関の取材もあり、社会への発信を行

うことができた。全国大会に参加した生徒のアンケート結

果は以下の通りである。 

 

また、全国大会では参加した学校の教員以外にも、一般

来場者も多く参加し、アンケートでは 9 割以上の方がこの

発表会を肯定的に捉えていた。また、自由記述欄には「多

様なテーマを知ることができ、刺激を受けた」「高校生の

レベルの高さに驚いた」など満足してもらえた。 

【今後の課題】 

回を重ねるごとに SSH 校・SGH 校の参加は定着し、ま

た、課題研究を行っている科学部の参加も増えている。今

後の理系女子のネットワークの維持・拡大に期待が持てる

ため、課題研究を行っている学校に継続的に十分な周知を

していくことが必要である。また、女性研究者のロールモ

デル提供することで、直接交流できる機会を設けたい。 

 

３－２２ 女性科学研究者との交流会 
対象：生命科学コース第２学年（随時） 

【仮  説】 

大学と連携し、大学の施設や研究室で女性研究者の講義

の受講や実験・実習等を行うことで、理系進学女性を身近

に感じ、女子生徒に理系分野への進学を促すことができる。

さらに、女子学生の TA を登用してロールモデルを提示す

ることで、生徒自身の将来像のイメージ化が促される。 

 

【内容・方法】 

大阪府立大学女性研究者支援センターと連携し、今年度

は平成 23 年度の開始から数えて 9 回目の実施となる。生

命科学コース第 2 学年を対象とし、大阪府立大学りんくう

キャンパスにて実習を行った。2019 年 8 月 21 日（水）～

22 日（木）の 1 泊 2 日で、発酵食品の染色、動物学実験、

獣医師の生活について中心に展開した。実施内容は次の通

りである。 

実
 
施
 
内
 
容 

＜1日目＞ 

実習：発酵食品の染色 

講師 田島朋子氏 

（大阪府立大学生命環境科学研究科准教授）
＜2日目＞ 

講義：動物実験に関する講義 

見学：動物科学教育研究センター及び獣医臨床
センター 

 講師 嶋田照雅（大阪府立大学生命環境科学研
究科獣医系 教授） 

鍋谷知代（大阪府立大学生命環境科学域
附属獣医臨床センター特任臨床助教） 

交流会：TAの女子大生との交流会 

実習のまとめ：レポート作成 

 

【検証・評価】 

 実施後のアンケート結果は以下の通りである。 

 

講義や実習内容の理解が行き渡っていることから、その

難易度は妥当であることがわかる。また、直接観察するこ

とが出来ない食品中の微生物を確認するための染色等、生

徒は手際よく作業を行っていた。これは昨年、生命科学

Labo で同様の実験手法を体験していたことが大きいと考

えられる。実験施設や獣医臨床センターでの日常を見学す

る事で、理系女性の生活の様子が垣間見え、視野が広がっ

たと感じている生徒が 8 割近くになったと考えられる。獣

医学という理系分野の中でも限られた分野の実習だった

ので、自分の将来像としてイメージできる生徒は 6 割程度

であった。女子学生の方との交流は昼食時に行ったが、そ

こで、女子学生の方との交流や研究についてのお話を聞く

ことも、全員の生徒が研究生活の様子がわかったという回

答に繋がっている。 

 

【今後の課題】 

女子学生との交流は、大学の様子や研究生活がどのよう

なものであるか教えてくれる機会として有用であるので、

今後も大阪府立大学女性研究者支援センターとの連携を

密にして実施していきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 
 

実施の効果とその評価 
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４－１ 生徒の変容 

 

本年度の SSH 事業について、「生徒の変容」の結果をま

とめ、評価を行う。 

 

(1) 生徒の意識の変容 

中学 3 年生と高校 1・2 年生に 7 月と 12 月の年 2 回、

学習に関する意識の変化を調査している。各項目に対して

「かなりあてはまる」を 4 として、「全くあてはまらない」

の 1 までの 4 段階で回答している。 

a. 中学 3 年生  

以下のグラフは昨年の中学 2 年次から 2 年間の推移を

表したものである。 

 

中学 3 年生では中学 2 年の後半から個人でテーマ学習

に関する取り組みが行われ、その成果を 3 月に発表してい

る。さらに中学 3 年 7 月から SSH 中学課題研究が本格化

する。理科の授業で課題研究を行い、また、希望者は放課

後を中心に課題研究が行われた。さらに 10 月、12 月には

校内外の課題研究発表会に参加し、そして年 2 回の校外の

施設を利用した自然観察(生命科学 Labo Junior)も行われ

た。このような探究学習のプログラムが生徒の主体性の育

成に大きく影響していると考えられる。 

b.高校 1 年生 NDSU・特別進学コース・2 年生文理コース 

 

上のグラフは高校 1 年生 NDSU・特別進学コースと 2

年生文理コースの生徒の意識の変化を表したものである。

高校 1 年生 NDSU・特別進学コースでは SSH プログラム

が少ないが、それぞれのコースの中で特別活動を行ったり、

教科の中で探究活動を行い、学習成果を発表する機会を設

けることで主体的に取り組む姿勢が育成されていると考

えられる。また、ユネスコスクールの活動や SGHa 海外

研修プログラムに参加した生徒たちは、積極的に何事にも

取り組む姿勢が見られている。 

文理コース 2 年生は 2 年次から SSH 科学課題研究およ

び発展科目内で社会科学系の課題研究を始める。この課題

研究を通して、校内外で体験する講義・実習や発表する機

会が増えたことが意識の変化に大きく影響していると考

えられる。専門家などの講義や講演を聞きたいと希望する

生徒も高く、機会を通して刺激を受けていると思われる。

また、学校行事の中心的な役割を担う機会も多くあり、１

年同様に海外研修などに参加する生徒や長期休暇を利用

したボランティア活動の参加などもよい影響を与えてい

ると推測できる。 

c. 高校生命科学コース 

生命科学コース 3 年生については、次の 10 項目の SSH

活動が希望進路にどの程度影響したかをアンケート調査

した。本校の具体的な授業や活動を（  ）に示した。 

①理科や数学に多くの時間が割り当てられている 

②最先端の研究をしている科学者の講演 

(2 年生「グリーンサイエンス」等) 

③大学や研究機関での講義や実験・実習 

(1 年生「生命科学 Labo」「グローバル自然探究」等) 

④大学や研究所、企業、科学館等での見学 

(1年生「グローバル自然探究」2年生「亜熱帯自然探究」等) 

⑤個人や班で行う課題研究(自分の高校内で) 

⑥個人や班で行う課題研究(大学や研究機関で) 

⑦科学コンテスト、学会への参加 

⑧一般とは異なる理科や数学の授業内容 

(1年生「探究数学」「生命科学入門」2年生「SSH課題研究」) 

⑨プレゼンテーションする力を高める学習 

(1 年生「生命科学入門」2 年生「SSH 課題研究」) 

⑩英語で表現する力を高める学習 

(各学年「実践英語」1 年「グローバル自然探究」等)  
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約 8 割以上の生徒が全ての項目で希望進路に影響して

いることが分かる。特に⑤⑥⑧⑨⑩は課題研究に関連した

ものである。また、残りの項目も影響力が高く、大学や企

業などの訪問の影響力は本校が重視している「本物に触れ

る」SSH 活動の特色がよく表れている。 

 

また、今後必要とされる能力の育成に SSH 活動がどの

程度影響したかをアンケート調査した。 

① 未知の事柄への興味  ② 主体的に取り組む姿勢 

③ 問題発見力      ④ 問題解決力 

⑤ 論理的思考力     ⑥ 表現力 

 

9 割近い生徒が 6 つの能力の向上に役立っていると回

答した。3 年間を通した SSH プログラムの 1 つ 1 つが有

機的に繋がったと言える。最後に 3 年間の SSH 活動の感

想を自由に記入してもらった。 

「研究を通して知識や視野が広がった」「より深く考え

ようとする姿勢が身についた」「人に分かりやすく伝えら

れるようになった」「考えたことを深めていくことが楽し

くなった」「失敗を通してどのようにすれば解決できるか

深く考えるようになった」「多面的に物事を見るようにな

った」など本校の SSH 活動に対して肯定的な意見が得ら

れた。 

(2) リサーチリテラシーテストの実施 

① リサーチリテラシー（研究力）の定義 

本校の SSH 研究開発課題は「EGGS ～Education for 

Global Girls’Scientists～ グローバル社会で活躍する女

性研究者育成の教育プログラムの開発」であり、生徒の「研

究する力の育成」を SSH 事業開発の中で重視したいと考

えている。そのため、研究力（リサーチリテラシー）を測

る方法の一つとして、リサーチリテラシーテストの開発に

取り組んでいる。 

本校では、研究力（リサーチリテラシー）の要素として

具体的には 8 つの力（聞く力、読む力、書く力、課題発見

力、データ分析力、情報収集力、情報整理力、プレゼンテ

ーション力）を定義している（次頁に詳述）。なお、研究

力（リサーチリテラシー）の定義にあたっては、岡山大学

教育学研究科の山田剛史氏、神戸大学大学院人間発達環境

学研究科の林創氏の書籍を参考にした。 

② 作問及び実施方法 

 毎学期の期末テストでの実施（7 月、12 月、3 月）する

よう作問を行った。対象は生命科学コース生徒及び文理コ

ースで SSH 科学課題研究履修者とした。問題作成にあた

り、自然科学の中でも特定の分野に偏りが出ないように気

をつけると共に、全て記述式のテストとした。テストの評

価については、他者と比べるのではなく、各回の個人の伸

びを意識した。次頁には出題した問題の一例を示す。 

③ 評価 

平成 29 年度入学生は一昨年度（高 1 段階）、昨年度（高

2 段階）及び今年度（高 3 段階）にかけて計 7 回のテスト

を受けており、それについての分析は以下の通りである。 

32 頁に示す問題例は、具体的な実験デザインを頭の中

で組み立てることが出来るかについて主眼を置き、各年度

の 1 学期末（7 月）に出題したものである。変数について

は、中学校課題研究を指導する際、「独立変数」及び「従

属変数」の概念について指導している。高 2 段階の 7 月は

SSH 科学課題研究がスタートして約 3 か月経過している

段階であるが、問 1 及び問 2 は約 6 割の生徒が正答をか

けたものの、満足ない回答が得られない生徒も見られた。

しかし高 3 段階になると、1 年間の課題研究の経験を終え

ているため、約 9 割の生徒が正答を記載できるようになっ

ていた。また、問 3 及び問 4 の正答率を比べると、高 2→

高 3 で約 5 割→約 7 割に上昇した。問 7 の制御変数につ

いては、記載量は高 2→高 3 で違いはみられなかったもの

の、高 3 時の解答では、より現実的に制御可能な項目の記

載が増えていた。これも実際に課題研究を行った経験が影

響していると考えられる。 

次頁に記載した以外の問題についての主な評価概要は

以下の通りである。 

・批判的思考をもとにして、データ分析力を見る問題（3

月実施）については、グラフを用いた問題の場合、高 1

段階からそれが示す内容を正確に抽出できる生徒が大

半を占めている。しかし、実験結果が文章で記されてい

た場合、実験結果が正しいかどうかの考察に及ばない生

徒が大半を占めていた。しかし、高 2 段階では文章で結

果を記しても、批判的思考でデータの正確性を読み取る

生徒の割合が多くなった。これは、課題研究で自分たち
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が得た実験データを文章でまとめる経験が影響してい

ると考えられる。 

・情報整理の方法として、課題文からキーワードを抽出し、

コンセプトマップを作成する問いについては、全体的に

高 2 段階から良く出来ている解答が多かった。また、読

む力と書く力を測るために、課題文（科学分野の新聞記

事）についての要約も同様の傾向であった。しかし、そ

れを受けて新しい技術の活用方法を答えるなど、自らの

発想が要求される問いについては、高 2→高 3 で伸びが

見られた。 

・新しい科学技術について紹介した新聞記事を資料とし

て提示し、現状の課題をふまえてどのように応用するか

について問うたところ、高 2 段階では約 5 割、高 3 段

階では約 7 割の生徒が解答できていた。これは様々なプ

ログラムの中で、科学技術と社会とのつながりについて

考える機会が設定されていたことや、自ら課題研究を行

い、その成果の意義や応用例について考える機会を自然

と持つようになったことが関係していると考えられる。 

・課題研究を熱心に取り組んだ生徒は、このテストの正答

率が特に高い傾向がある。これは前年度の報告と同様の

結果である。 

今後もこのリサーチリテラシーテストを継続して行い、

個人の伸びを測定すると共に、本校で進めている SSH 事

業の評価方法として確立したいと考えている。 

 

(3) 課題研究の発表実績 

取り組んできた研究成果を発表することはプレゼンテ

ーション能力が養われるとともに、発表に向けてデータの

整理や、それに関する考察を行うなかで、研究内容に関す

る知識を深めることができるうえで有効であると考えら

れ、積極的に課題研究の発表の機会を設定している。令和

元年度の校外で行われた各種研究発表会の参加状況を下

の表 1 に示す。今年度も昨年・一昨年に引き続き第 9 回高

校生バイオサミット in 鶴岡で大臣賞を受賞するだけでな

く、第 17 回高校生高校生科学技術チャレンジ（JSEC2019）

で 2 件が予備審査を通過し、1 件は最終審査で栗田工業賞

を受賞するなど、非常に優れた実績が複数得られた。表に

記載されている以外にも校内の運営指導委員会や探究活

動発表会等でも課題研究の発表機会を設定している。学校

設定科目「SSH 科学課題研究」や「中学校課題研究」以外

にも、「発展科目」で行っている社会科学系の課題研究も

発表出来ている。 
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本年度の SSH 事業について、「卒業生の変容」について

まとめ、評価を行う。 

本校の SSH 事業を体験した卒業生に対しては、12 月中

に各実家にアンケート用紙を送付し、SSH 事業について

振り返ってもらった。 次のグラフは卒業生の現在の生活

に SSH の経験が影響しているかを問うたものである。 

 

75%以上の者が SSH の経験が影響していると返答して

いる。自由記述欄には「プレゼンの準備や発表に関してス

ムーズに行うことができた」「さまざまな研究者の講演講

義を聞いていたので大学の授業形態に戸惑わなかった」

「忍耐強く物事に取り組むことができた」「英語を使う授

業で抵抗なく発表ができた」などと書かれており、SSH

プログラムの経験が活かされていることが分かる。また、

具体的に本校のどのような SSH 事業が影響しているかを

示したグラフが以下のものである。 

 

本校の SSH 事業の中心である「課題研究」「校内外での

発表」「実践英語」に関する内容が圧倒的に影響している

ことが分かる。これは学んだことを他者に伝える機会を設

けていることが自信につながっていると考えられる。また、

学際的な学びの場である授業「グリーンサイエンス」や「研

究者の講演講義」は大学と同じような勉強ができる本校の

特徴的なプログラムが影響していることが分かる。  

 

 

 

 

 

 

本年度の SSH 事業について、「保護者の変容」について

まとめ、評価を行う。 

1 年生の保護者に対して、2 学期末に進路選択に関する

アンケートをとっており、その中で SSH の効果について

の意識調査を示したものが次のグラフである。約 90%以

上の保護者が日頃の学習向上に役立つと考えており、理系

進学の動機付けにもつながると感じている。実際に活動し

ている生徒の保護者は SSH の効果を肯定している。 

 

 

 

 

 

今年度の SSH 事業について、「教職員の変容」について

まとめ、評価を行う。 

(1) SSH 活動を行うことの効果・影響について 

本校教職員（併設中学校教員含む）の SSH 活動に対す

る意識調査を 12 月に実施した。結果は以下の通りである。 

 

約 85％以上の教員が、SSH 活動は有効であると肯定的

に捉えている。 

(2) 各 SSH 事業における指導及び分掌における変容 

 今年度も昨年に続けて「SSH・SGHa ノートルダム清

心学園清心中学校清心女子高等学校研究成果発表会」とし

て、中学から高校の文系理系を含めた課題研究の発表する

機会を設けたことで、教員の関わりが多くなった。文理コ

ース第 2 学年を対象に総合的な学習の時間の枠の中で行

っている「発展科目」では社会科学系の課題研究を行い、

併設中学校では中学 1 年及び 2 年の生徒を対象に、LHR
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で調べ学習を行っている。中学校段階で探究活動のプロセ

スを学ぶ事や、課題研究におけるテーマ設定につながるよ

うに基盤となる知識の取得を目指している。さらに、中学

3 年の生徒を対象に行っている「中学校課題研究」の指導

に学年団全員があたるなど、理科及び数学科以外の教員の

主体的な関与も拡がっている。このように探究活動の指導

を中高 6 年間で体系的に行い、かつ対象となる生徒の数を

文系志望の生徒も含めて拡げることで、指導する教員も文

系に拡がり、来年度の指導希望も年々高くなっている。 校

内行事においても、中学生を対象に秋に行っている 「課

題研究発表会」や年度末に行われる「調べ学習発表会」、 中

高での合同開催で年度末に行っている「探究活動・SD 活

動発表会」の企画・運営・指導は一部の教員だけではなく、

教科の枠を超えて多くの教員に仕事を割り振っている。さ

らに、海外研修の事前学習では現地の文化や歴史を英語・

地歴公民の教員が講義をするなど体系的な指導も見られ

始めた。SSH 事業に対する教職員への理解を促し、今後

もこれらを継続して行いたいと考えている。 

(3) 本校教員の教育研究・受賞実績 

 SSH 指定に伴い、本校教員の教育研究もさかんになっ

ている。以下は本校教員が外部で報告した教育研究である。 

① 日本調理科学会全国大会（口頭発表） 

実施日：2019 年 8 月 26 日 

会 場：中村学園大学 

発 表：山田直史（本校教諭）、橋本萌衣（本校卒業生） 

内 容：女子高生における行事と行事装飾および行事 

食の結びつき 

② 第 92 回日本生化学会大会（口頭発表） 

実施日：2019 年 9 月 19 日 

会 場：パシフィコ横浜 

発 表：山田直史（本校教諭）他 

内 容：メラニン生成阻害および抗酸化作用を持つ新規 

植物由来成分の探索 

③ 第 26 回日本時間生物学会学術大会（ポスター発表） 

実施日：2019 年 10 月 12・13 日 

会 場：長崎大学 

発 表：田中福人（本校教諭） 

題 名：Analysis of aquaporin gene expression 

involved in the Marsilea circadian  

leaf opening rhythm  

デンジソウの就眠運動リズムにおけるアクア

ポリンの発現解析 

  

 

 

 

 SSH 事業を進めることにより、学校に起きた変化の顕

著な例について記述する。 

(1) 情報発信の変容 

 本校の SSH 事業が様々な新聞に取り上げられ、理系を

目指す女子生徒の活躍が広く社会に向けて伝えられてい

る。2019 年 3 月～2020 年 2 月の期間に、主なもので 11

回取り上げられた（詳細は下記。誌面は第７章に示す）。

特に今年度は、日本学生科学賞及び高校生科学技術チャレ

ンジ（JSEC）の両方において受賞したため、関連する記

事が複数回掲載された。 

○2019.4.1  朝日新聞「清心女子校生が花王で研究発表」 

○2019.4.25 朝日新聞「若きサイエンティストが企業の

研究・開発を体感」 

○2019.5.28 朝日新聞「四つ葉の謎 高校生迫る」 

○2019.5.24 山陽新聞「清心女子 3 人が最優秀」 

○2019.10.28 山陽新聞「「理系女子」が成果披露」 

○2019.10.13 読売新聞「清心女子高の種子研究 最優秀」 

○2019.10.20 山陽新聞「日本植物学会 優秀賞」 

○2019.10.28 読売新聞「さらにレベル上げたい」 

○2019.12.16 朝日新聞「出雲高生に文科大臣賞」 

○2019.12.27 朝日新聞「葉の気孔の動き 徹夜で追跡」 

○2020.2.14  朝日新聞「イネ自由研究 世界挑む」 

 また、㈱岡山シティエフエムが行っているラジオ番組

Radio MOMO において本校生徒が取材を受け、校内で課

題研究を精力的に行っている事について語る様子が放送

された（4、5、10 月各 1 回ずつ、9 月 2 回、計 5 回）。 

 さらに、6 月に TSC（テレビせとうち）の教養・ドキュ

メンタリー番組「プライド せとうち経済のチカラ」にお

いて、本校の課題研究の成果が紹介された。 

本校ホームページには SSH のブログを掲載しており、

日常的な SSH 事業の様子を広く伝えている。また、SSH

研究開発実施報告書、SEISHIN SSH ガイド、集まれ！

理系女子 女子生徒による課題研究発表交流会冊子等、各

種資料のデータも掲載している。これらはデータベースと

して過去のもの閲覧できるようになっており、本校の

SSH 事業の変遷や成果を知ることが出来る。今後も定期

的にホームページを更新するとともに、充実を図りたい。 

(2) 地域との連携 

 倉敷青年会議所主催の『生きる力学習カレッジ』の企画

の 1 つとして、地域のこどもたちが科学を学習するための

企画を本校で開催した。詳細は以下の通りである。 

日時：2020.11.23    会場：本校  

参加対象：小学 4～6 年生 

当日参加者：本校生徒（中学生：7 名、高校生 11 名）、参

加児童（120 名）、保護者兄弟（136 名）、青年会議所実

行委員（20 名）、本校教員（3 名） 

当日の様子：実行委員会のメンバーは参加者の誘導や全体

の進行を行うのみで、全ブースで本校生徒が問題の出題

や解説を行った。生徒は、参加した小学生の理解度に合

わせながら工夫して解説を行った。また、生徒自ら実験

の注意点を見つけ対応する姿も見られた。地域との交流

を通して、本校生徒の学ぶ力の向上が見られた。 



 

 

 

第５章 
 

校内における 

SSHの組織的推進体制 
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１．校内におけるＳＳＨ推進のための組織図 

 

校内におけるＳＳＨ推進のための組織図は以下のとおりである。 

 

 
 

〇 生命科学コースのカリキュラムは生命科学コース主任が、その他のコースは教務部長がコース・系

の特性に合わせた教育内容を検討して案を作成し、研究開発部長が統括して各教科・各学年・関係

部署との連携を図る。カリキュラムには、学校設定科目、教科の指導体制、研修旅行・特別活動な

どの行事計画、進路指導体制などを含む。 

 

〇 ＳＳＨ企画委員会は、事業全体の構想企画、予算計画立案、大学及び研究機関との連絡調整、運営

指導委員会との連絡調整、ＳＳＨ実施校との連絡調整、広報活動などを担当する。 

 

〇 ＳＳＨ推進委員会は、各々の連携を図りながら、教育課程に関わる企画調整、進路指導に関わる企

画調整、学校行事に関わる調整、授業改善に関わる調整、経理等の事務処理など、事業全体を円滑

に運営する。 

 

〇 運営指導委員会は、事業の運営等について指導・助言を行う。また、科学技術分野及び教材開発に

関して指導・助言を行うアドバイザー組織を設ける。運営指導委員会やアドバイザー組織は、本校

の教育活動に協力していただいた方々を中心に構成する。 
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２．校内の教職員へのＳＳＨ事業の普及 

 

○ 第 1 回ＳＳＨ職員研修 

実施日：4 月 1 日(月) 14:30～16:00 

内 容：本校ＳＳＨの全体像と昨年（第３期３年目）の実施内容、さらに文科省の中間評価をもと

にした成果と課題を全教員で共有した。また、2019 年度以降の重点項目として、各教科で論理的

思考力を育む授業の工夫をすること、多くの教師が課題研究を担当できるように研修していくこと、

多くの生徒をＳＳＨに参加させることをあげた。 

 

〇 第 2 回ＳＳＨ職員研修 

実施日：8 月 1 7 日(土) 9:00～12:00 

  内 容：① 清心の探究活動の構成 

      ② ＳＳＨ科学課題研究の指導の実践例 

③ 講演「大学入試改革と課題研究―その対応と体制整備」 

        講師：岡本 尚也氏(一般社団法人 Glocal Academy 代表)     

         本校ＳＳＨ活動で行われた探究活動の実践例から、探究活動の指導に必要な視点と

関わり方を全教員が学び、各々が授業の組み立て方を考えた。 

 

〇 第 3 回ＳＳＨ職員研修 

  実施日：1 月 7 日(火) 17:00～18:00 

  内 容：① 第３期ＳＳＨ４年目の取り組み状況 

      ② 「生命科学入門」での国語科教師の指導例 

         今年度、国語科教師が科学文献の読解やレポート作成に向けた独自の指導を実践し、

文系教科もＳＳＨに関わることができる事例として、全職員に紹介した。 

 

〇 第 1 回グローバル講演会 

実施日：5 月 27 日(月) 14:00～15:30 

対 象：中学・高校全生徒・教員、保護者 

演 題：「アフリカ太陽光発電プロジェクト、きれいな水環境の整備」 

講 師：Sr. ロレイン・コネル（ナミュール・ノートルダム修道会） 

  内 容：コンゴやナイジェリア各地の水の浄化と太陽光発電の普及の

取り組みについて、英語による講演を聴いた。放課後には有

志が参加する Global Café で交流した。 

 

〇 第 2 回グローバル講演会 

 実施日：10 月 31 日(木) 9:35～10:50 

対 象：中学・高校全生徒・教員、保護者 

演 題：「世界で取材して分かった『知識としてのキリスト教』＆『体験としてのキリスト教』」 

講 師：桃井和馬先生（ジャーナリスト） 

  内 容：毎年大学生たちとスペインのサンディアゴ・デ・コンポステーラ大聖堂まで続く巡礼道を

1 カ月かけて歩いており、そこで様々な国の人との触れ合いや文化、宗教、また道中に感

じた美しい自然や生命の神秘について講演して頂いた。 

                              

○ 定例職員会議での報告等 

 月ごとの定例職員会議において、次に実施する SSH 事業の実施計画を示し、実施後はその成果につ

いて同様に報告し、事業内容の共有を図った。また、ホームページには随時、学期ごとに作成する「学

園だより」、年 1 回作成する SSH ガイドにも成果を載せて、教員も含め、保護者や一般にも成果の普及

を図った。 

 

 
 

Global Café での交流 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 
 

研究開発実施上の課題及び 
今後の研究開発の方向・ 

成果の普及 
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研究開発実施上の課題 

 

第 3 期では、これまで開発してきた事業を継承しながらも、ESD の視点で各事業の見直しと連結を図ると

ともに、学校生活の様々な場面で科学的な思考を促すように、通常授業の改善も行っていくこととした。課

題研究も ESD の要素を含んだテーマの課題解決に取り組むことで、課題研究を核とした教育内容の再構築を

行う。そして英語運用能力の最終的な到達点を、国際学会での研究発表とし、英語ディスカッション能力の

育成を目指していくこととした。さらに社会の意識改革を促すための、女子生徒の活躍を紹介する場を増や

していくことや、新聞等のメディアを有効に利用していくこととした。以上を達成するため 5 つのテーマを

設定した。今年度その 4 年目を実施しての課題と改善策について以下に示したい。 
 

【テーマをこえた課題と改善点】 

文部科学省による今期 3 年目の中間評価で挙げられた主な課題は以下の 2 点である。 
○ 課題研究の指導を理数系教師のみでなく全教科の教師が参加することで組織的に事業が実施できる 
○ SSH 参加生徒が少ないので、成果の普及の観点からも規模を横展開に拡大した方がよい。 

この２点を念頭に置いて、4 年目の今年度、本校が改善に向けて取り組んだ後の実施上の課題を挙げると

以下の通りである。 
課題の 1 番目に挙げられるものは、本校の課題研究活動の 6 年間の流れの中で、高校 1 年で生命科学コ

ース以外の生徒に探究活動のブランクが生じていることである。 
 
本校の課題研究活動の 6 年間の流れは以下の通りである。 

学 年 内   容 単  位 発 表 機 会 
中学１年 SDGs(ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ)関連の調べ学習 グループ １年生調べ学習発表会 

２年 SDGs(指定なし)関連の調べ学習 グループ ２年生調べ学習発表会 
  ３年 自由テーマで課題研究 クラス 集まれ理系女子科学研究発表交流会

校内課題研究発表会 理科関連の課題研究(希望者) 個人 
 
高校１年 
(生命科学) 

課題研究に向けた基礎学習 
「生命科学入門」「生命科学 Labo」

クラスや 
グループ 

 

課題研究(希望者) 個人や 
グループ 

集まれ理系女子科学研究発表交流会

校内課題研究発表会 
  ２年 ＳＳＨ科学課題研究（理系） 個人や 

グループ 
各種学会、SSH 関連の発表会 
校内探究・SD 活動発表会、SGH 関

連発表会 
発展科目（文系・理系） 

  ３年 課題研究［継続］(希望者) 同 上 同 上 
 

 中学 1 年の初歩的な調べ学習から高校 3 年生の完成した課題研究に至る流れの中で、高校 1 年で生命科学

コース以外の生徒に探究活動のブランクが生じている。高校で高いレベルの課題研究を進めるうえで、SSH
主対象である生命科学コースは「生命科学入門」「生命科学 Labo」で知識的・技術的な準備をするが、それ

を設定していない他コースでは様々な教科で教科横断的にカバーしていく必要がある。  
課題の 2 番目は、社会科学系の課題研究を広げたが、SSH 14 年の経験を持つ自然科学系の研究のレベル

に比べて、大きく後れを取っていることである。今年度、国語科教師が「生命科学入門」で SSH に関わった

が、多くの文系教師は課題研究の指導経験が不足している。そこで文系教師を他の SSH 校の成果発表会等に

積極的に派遣した。また夏期職員研修では本校 SSH で行われた実践例をもとに、課題研究の指導に必要な視

点と関わり方を、文系・実技系を含めた全教員が学び、各々が探究的授業の組み立て方を考えた。文系の生

徒に関しては、これまで校内での発表機会はあったが、校外では SGHa 関連の発表会が年に 2 度程度（1 組

ずつ）しか無かった。他校生徒の発表を聞いたり、競い合ったりする経験はその後の大きなモチベーション

となるので、小さなものも含めて参加機会を増加させた。 
課題の 3 番目として、昨年から継続している評価方法の研究がある。体験的活動の評価、研究内容の評価、

行事の評価、生徒の変容に対する評価、研究開発課題への到達度の評価など様々な評価をどのように行うか

が大きな課題である。本校では運営指導委員からはそれぞれの専門的な見地からの包括的な講評を、実習指

導の先生からはその場面での講評をいただいている。また研究会・発表会では参観者の意見や感想から、生

徒の変容についてはアンケートによる事前事後の意識の変化をみるなど色々な側面から評価をしてきたが、
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客観的なデータ数値での成果が不足している。課題研究については、最終的な成果としてコンテスト・コン

クールの受賞という評価があるが、伸びていく過程については、これまでのルーブリック評価等に加えて、

一昨年から「研究力」をはかるリサーチリテラシーテストを学期ごとに実施している。今後これを継続して、

個人の伸びを測定し、評価方法として確立したい。 
 

【テーマ別課題と改善策】 

テーマ（１） 女性科学研究者として必要な基盤を育成する科学教育プログラムの開発 

課 題：このテーマの中心に位置づけている課題研究や大学での実習をする際、個人差があるもののデー

タ収集や統計的な処理が十分にできていない生徒が見られた。 
改善策：生命科学コースは１年生の「生命科学入門」で丁寧に指導することができるが、他コースの生徒

にも「社会と情報」の授業の中で統計処理の技術を指導する必要がある。 
テーマ（２）グローバル社会で活躍するために必要となる語学力並びに国際感覚の育成 

課 題：「グローバル自然探究」は環境・文化が全く異なるマレーシアでの英語による研修なので、活動ご

とによく質問できるためには、事前学習に十分時間をかける必要があった。 
改善策：希望者参加の事業なので、正規の授業では時間がとれないが、放課後や現地での日程も含めて事

前学習のプランの充実を考える必要がある。 
テーマ（３）地球が抱える課題解決に向けた ESD プログラムの開発 

課 題：生徒が主体となるＥＳＤ活動が理系・文系、中学・高校を問わず全校に広がったが、内容の充実

が今後の課題である。 
改善策：広がった活動を積み上げていき、一過性に止まらず継続して学校生活すべてに根付かせていかな

ければならない。 
テーマ（４）理系女子を積極的に応援する社会変容に向けた意識改革の推進 

課 題：「SSH・SGHa 研究成果発表会」への十分な参加者を得られなかった。「科学英語研究会」のよう

な毎年安定的な参加者を確保したい。 
改善策：参加者には内容的に好評を得ているので、多様な手段を使って広報活動を展開していく必要性を

痛感している。 
テーマ（５）地域・大学・大学院との連携の強化による、女子理系進学支援という共通目的を達成するシステムの構築 

課 題：「集まれ理系女子」の地方大会を６地域に拡大し、新しい大学・高校との連携は生まれたが、中に

は参加者・参加校が少ない地域もあった。 
改善策：該当地域に対する広報活動を早めにすること、現地の SSH 校・SGH 校との協力を得られるよう

日程等を検討したい。また多くの機関・講師の協力の下で成り立っているので、信頼関係を確立

し、かつ継続させていくことは極めて重要なことである。 
 

今後の研究開発の方向・成果の普及 

① 各教科が取り組み始めた「論理的思考力を育成する」授業開発を継続して進めていき、文系も実技系教

員も課題研究に関われる体制にしていく。また課題研究を進めるうえで必要な資質及び能力について、

リサーチリテラシーテストをさらに充実させると共に、各事業の客観的な評価の手法の研究を進めたい。 
② 中高 6 年間の探究活動の視覚化をする。このためにも高校 1 年生の生命科学コース以外の生徒に課題研

究の準備となる活動（教材）を準備する。 
② 将来のグローバル社会で活躍できるように、英語ディベートや英語プレゼンテーションでアウトプット

の機会を多用するとともに、CLIL を取り入れた「英語でサイエンスを学ぶ」経験をより拡大していく。 
④ ESD の視点に基づいた授業改善や教育内容の開発を継続して行い、生徒の SDGs 達成に向けて動くこと

のできる資質を養う。 
⑤ 成果普及に向けて、本校の主催する「SSH 科学英語研究会」「SSH・SGHa 研究成果発表会」「集まれ！

理系女子 女子生徒による科学研究発表交流会」についてはマスコミへの取材依頼を徹底する。また出

版物として「SSH GUIDE」「研究開発報告書」「集まれ！理系女子」の冊子等を積極的に配布する。ま

た、本校のホームページに SSH 活動をブログ形式で適宜公開する。前述の出版物もホームページ上で閲

覧できる状態にする。 
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関係資料 
 

 

 

 

 



令和元年度高校入学生
【対象コース・系】Ａ〜Ｄ＝特別進学コース（Ａ＝難関国立系，Ｂ＝国公立系，Ｃ＝有名私大系，Ｄ＝国際系），Ｅ＝NDSU進学コース，Ｆ＝生命科学コース

宗教 キ リ ス ト 教 倫 理 * * * * * * * *
国 語 総 合 ・ ・ ・
国 語 表 現
現 代 文 Ｂ
古 典 Ｂ
世 界 史 Ａ ・ ・ ・
世 界 史 Ｂ
日 本 史 Ｂ ・ ・ ・ ・
地 理 Ａ ・ ・
地 理 Ｂ
世 界 史 演 習
日 本 史 演 習
現 代 社 会 ・ ・ ・
倫 理
現 代 社 会 演 習
社 会 探 究 入 門
社 会 探 究 A
社 会 探 究 B
数 学 Ⅰ ・
数 学 Ⅱ
数 学 Ａ
数 学 演 習 Ａ
数 学 演 習 Ｂ
探 究 数 学 Ⅰ
探 究 数 学 Ⅱ
探 究 数 学 Ⅲ
科 学 と 人 間 生 活 ・ ・ ・
物 理 基 礎 ・ ・
物 理
化 学 基 礎 ・ ・ ・
化 学
生 物 基 礎 ・ ・ ・
生 物
地 学 基 礎 ・
化 学 演 習
理 科 演 習
生 命 科 学 入 門
SSH 科 学 課 題 研 究
亜 熱 帯 自 然 探 究
グ ロ ー バ ル 自 然 探 究
体 育 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
保 健 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
音 楽 Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
音 楽 Ⅱ
美 術 Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
美 術 Ⅱ
書 道 Ⅰ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
書 道 Ⅱ
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ ・ ・ ・
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ * * * * *
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ
英 語 表 現 Ⅰ * * *
英 語 表 現 Ⅱ
英 語 会 話 * * *
実 践 英 語 *

家庭 家 庭 基 礎 ・ ・ ・
情報 社 会 と 情 報 ・ ・

異 文 化 理 解
時 事 英 語
発 展 科 目 ・ ・ ・ ・
グ リ ー ン サ イ エ ン ス ・
総 合 宗 教 ・ ・ ・ ・ ・
Ｎ Ｅ Ｌ Ｐ

注1 ・印は文部科学省必履修科目である。　　・印及び*印は本校必履修科目である。
注2 ★印はスーパーサイエンスハイスクール指定による特別措置である。

【特 別 進 学 コース】 ・ １年次…数学(Ⅰ･Ⅱ・A)6単位に換えて探究数学Ⅰ6単位を行う。
・ 2年次…総合的な探究の時間(発展科目)2単位に換えてSSH科学課題研究を行うことができる。

【ＮＤＳＵ進学コース】 ・ 2年次…総合的な探究の時間(発展科目)2単位に換えてSSH科学課題研究を行うことができる。
【生 命 科 学 コース】 ・ １年次…数学(Ⅰ･Ⅱ・A)6単位に換えて探究数学Ⅰ6単位を、社会と情報2単位に換えて生命科学入門2単位を行う。

注3 ①は希望者のみ選択する。

1年
2年 3年

1年

★･

★

1

1年 2年 3年
文系 理系 文系 理系

2年 3年 2年 3年 2年 3年

4

教　科　・　科　目
Ａ・Ｂ C･D･E Ｆ

国語

5 4
1 1111 1 1

2

3 3
2 3 2

22
2244 34 44

24 2

地理
歴史

2 2
2 344

222

3 4

3or4
2

44 44 43 4
44 24

2
4

4
2

4
22
2

公民

2 2
2

2
2

1 4

2

数学

★ 0 3
2

0
★ 0

2★ 0 2
★ 0
★ 02

22
6 7 7

6
6

★･ 6

7
6

2

7

理科

3 3

2 22
2

3 3
2 2

2 4
2

4
2 2

24

3 3
2

33
2

4442 3 4
★･ 2

2★･ 2★･ 2★･ 2 ★･ 2

① ① ①
1

保健
体育

2 3 2 2
1①①①

2
1 1 1 1

2 3 2 23 2 3
1 1 1

芸術

1 1 1
1

3

2
1 11 11

1 1 1 1
2

1 11
222

2

1 1111 1 1 1

1

外国語

3 3
222

33
2 2

1

3
3

333 3

2 4
2

2 442 2 22 4

3

1 1 111 11 1 1
1 1 1

2 2
2

3

2 2

英語

★ 0
3

総合的
な探究

の
時間

2
2

2

11 11

22
2

① ① ①
1

2

1 1

　29+○ 　29+○ 　29+○ 　29+○ 29+○ 29+○

① ①

小　　　　　計 　34+○ 　34+○ 　34+○ 　30+○

① ①① ①① ①① ①

Ｃ Ｄ Ｅ

30+○ 30+○ 36+○ 37+○ 35+○

1

計 　35+○ 　35+○ 　35+○ 　31+○ 　30+○ 　30+○ 　30+○ 　30+○

1 1 1 1 1 1

35+○ 36+○ 34+○

ホームルーム 1 1 1 1



平成30年度高校入学生

宗教 キ リ ス ト 教 倫 理

国 語 総 合

国 語 表 現

現 代 文 Ｂ

古 典 Ｂ

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

地 理 Ｂ

世 界 史 演 習

日 本 史 演 習

現 代 社 会

倫 理

現 代 社 会 演 習

社 会 探 究 Ａ

社 会 探 究 Ｂ

数 学 Ⅰ

数 学 Ⅱ

数 学 Ａ

数 学 演 習 Ａ

数 学 演 習 Ｂ

探 究 数 学 Ⅰ

探 究 数 学 Ⅱ

探 究 数 学 Ⅲ

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

物 理

化 学 基 礎

化 学

生 物 基 礎

生 物

理 科 演 習

生 命 科 学 入 門

SSH科学課題研究

亜 熱 帯 自 然 探 究

グローバル自然探究

体 育

保 健

音 楽 Ⅰ

音 楽 Ⅱ

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

書 道 Ⅰ

書 道 Ⅱ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

英 語 表 現 Ⅰ

英 語 表 現 Ⅱ

英 語 会 話

実 践 英 語

家庭 家 庭 基 礎

情報 社 会 と 情 報

英語 異 文 化 理 解

発 展 科 目

グリーンサイエンス

総 合 宗 教

Ｎ Ｅ Ｌ Ｐ

注1

注2
注3

□は希望者のみ選択する。
・印は文部科学省必履修科目である。・印及び*印は本校必履修科目である。

★印はスーパーサイエンスハイスクール指定による特別措置である。
【全コース】 １年次…数学(Ⅰ･Ⅱ・A)6単位に換えて探究数学Ⅰ6単位を行う。
【ＮＤＳＵコース・文理コース】 2年次…総合的な学習の時間(発展科目)2単位に換えてSSH科学課題研究2単位を行うことができる。
【生命科学コース】 １年次…保健1単位に換えて生命科学入門１単位を行う。

2年次…社会と情報2単位に換えてSSH科学課題研究2単位を行う。

　35＋□ 　30＋□ 　35＋□ 37＋□ 35＋□ 35＋□

1 1

計 35＋□ 30＋□ 30＋□ 35＋□ 　34＋□ 　30＋□ 　34＋□

1 1 1 1 1 1ホームルーム 1 1 1 1 1

　34＋□ 　29＋□ 　34＋□ 36＋□ 34＋□ 34＋□

1

小　　　　　計 34＋□ 29＋□ 29＋□ 34＋□ 　33＋□ 　29＋□ 　33＋□

1 11 11 11 11 1

・ 1

1 1

・ 1 ・ 1・ 1・ 1

・ 2

2 ・ 2・ 2 ・2

総合

・

3

0 ★22 ・ 2 ・・・ 2

・ 2・ 2・ 2

1 1* 1

1 * 11 11* 1 1

4

* 1 1 1

24 42 42 242

* 2* 2* 2

333 3

* 3* 3 * 3* 3* 3

3・・ 3

外国語

・ 3

22

・ 1 ・ 1・ 1・ 1 ・ 1・ 1・ 1 ・ 1

22

・ 1・ 1・ 1 ・ 1・ 1 ・ 1・ 1 ・ 1

22

・ 1 ・ 1・ 1・ 1 ・ 1・ 1

芸術

・ 1 ・ 1

0 ★ ・ 1・ 1・ 1 ・ 1・ 1

・ 2

・ 1 ・ 1

・ 2 ・ 3・ 2 ・ 2・ 3 ・ 2・ 3 ・ 3・ 2 ・ 2
保体

・ 2 ・ 3

11 11 11 1

1

・ 2 ★2 ★2 ★ ・ 2 ★ ・・・ 2 ★

・ 1 ★

443 41

3 333

2・・ 2

2 442

・ 2・ 2・ 2

3 333

・ 2・ 2

2

4

7

理科

・ 2

・

7

666

・ 6 ★6 ★・

776

22

0 ★0 ★0 ★

0 ★0 ★0 ★

0 ★★0

数学

0 ★

・ 6 ★

2

4

2

41

2

・ 2・ 2

公民

・ 2

2

2

44

・ 2・ 2

443 ・ 44 ・・ 4

442 242

・ 2・ 2

地理
歴史

・ 2

2 324 42 232 4

2 233 44 223 4

22

・ 5・ 5

国語

・ 5

* 1 * 1* 1* 1 * 1* 1* 1 * 1

1年 2年 3年文系
理系 国公立文系 私立文系 理系

５教科型 ４教科型

教　科　・　科　目

ＮＤＳＵ特別進学コース 文理コース 生命科学コース

1年 2年 3年 1年

2年 3年



平成29年度高校入学生

宗教 キ リ ス ト 教 倫 理
国 語 総 合
国 語 表 現
現 代 文 Ｂ
古 典 Ｂ
世 界 史 Ａ
世 界 史 Ｂ
日 本 史 Ｂ
地 理 Ａ
地 理 Ｂ
世 界 史 演 習
日 本 史 演 習
現 代 社 会
倫 理
現 代 社 会 演 習
社会科学課題研究
数 学 Ⅰ
数 学 Ⅱ
数 学 Ａ
数 学 演 習 Ａ
数 学 演 習 Ｂ
探 究 数 学 Ⅰ
探 究 数 学 Ⅱ
探 究 数 学 Ⅲ
物 理 基 礎
物 理
化 学 基 礎
化 学
生 物 基 礎
生 物
化 学 演 習
理 科 演 習
生 命 科 学 入 門
SSH 科 学 課 題 研 究
生 命 科 学 演 習
亜 熱 帯 自 然 探 究
グローバル自然探究
体 育
保 健
音 楽 Ⅰ
音 楽 Ⅱ
美 術 Ⅰ
美 術 Ⅱ
書 道 Ⅰ
書 道 Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ
英 語 表 現 Ⅰ
英 語 表 現 Ⅱ
英 語 会 話
実 践 英 語

家庭 家 庭 基 礎
情報 社 会 と 情 報
英語 異 文 化 理 解

発 展 科 目
グ リ ー ン サ イエ ンス
総 合 宗 教
Ｎ Ｅ Ｌ Ｐ

注1
注2

【 文 理 コ ー ス 】

【 生 命 科 学 コ ー ス】

注3

教　科　・　科　目
文理コース 生命科学コース

1年
2年 3年

1年 2年 3年
文系 理系 国公立文系 私立文系 ＮＤＳＵ 理系

* 1 * 1 * 1 * 1 * 1

国語

・ 5 5
2 2

A 2 B 4 2 2 4 4 2 2 2
4 2 4 3 2 2 2 2

地理
歴史

・ 2 ・ 2
2 4 4 4

・ 4 4 4 4
・ 2 ・ 2

4 3
2
2

公民

・ 2 ・ 2
2
1 4 3

2

数学

0 ★ 0 ★
0 ★ B 4 0 ★
0 ★ 0 ★

3 4 4
3 2 2

・ 6 ★ ・ 6 ★
A 6 6 6

6 6
・ 2 ・ 2

3 4 3 4
・ 2 ・ 2

3 4 3 4
・ 2 ・ 2

3 2 3 2
4 2 2

A 1 4 4
・ 1 ★

・ 2 ★ ・ 2 ★ 2 ・ 2 ★
2 2

1
1 1 1 1

保体
・ 2 ・ 3 ・ 3 ・ 2 ・ 2 ・ 2 ・ 2 ・ 2 ・ 3 ・ 2
・ 1 ・ 1 ・ 1 0 ★ ・ 1

芸術

・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
2 2

・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
2 2

・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
2 2

外国語

・ 3 ・ 3
* 3 * 3 * 3

4 4 3 3
* 2 * 2

2 2 3 4 4 3 2 3
* 1 1 1 1 1 1 1 * 1 1 1

* 1 1 1
・ 2 ・ 2

・ 2 ・ 2 0 ★
3

総合

・

1

2 ・ 2 2
・ 2

・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1

小　　　　　計 34＋□
Ａ 35＋

34＋□ 34＋□ 29＋□ 29＋□ 34＋□ 36＋□ 34＋□
Ｂ 34＋

ホームルーム 1 1 1 1 1

計 35＋□
Ａ 36＋

35＋□ 35＋□

36＋□

35＋□ 37＋□ 37＋□ 35＋□

1 1 1 1 1

2年次…社会と情報2単位に換えてSSH科学課題研究2単位を行う。
□は希望者のみ選択する。

Ｂ 35＋
・印は文部科学省必履修科目である。　　・印及び*印は本校必履修科目である。
★印はスーパーサイエンスハイスクール指定による特別措置である。

１年次…数学(Ⅰ･Ⅱ・A)6単位に換えて探究数学Ⅰ6単位を行う。
2年次…総合的な学習の時間(発展科目)2単位に換えてSSH科学課題研究を行うことができる。
１年次…数学(Ⅰ･Ⅱ・A)6単位に換えて探究数学Ⅰ6単位を、保健1単位に換えて生命科学入門１単

30＋□ 30＋□



 

 

必要となる教育課程の特例と学校設定科目の目標 

 必履修教科・科目の履修単位数を次の通りとする。  

 減少した科目 設定した科目 

第１学年 「社会と情報」2 単位 

「数学Ⅰ」3 単位・「数学Ⅱ」1 単位

・「数学Ａ」2 単位 

「生命科学入門」2 単位 

「探究数学Ⅰ」6 単位 

第２学年 「社会と情報」2 単位 または 

「総合的な学習の時間（発展科目）」

2 単位 

「SSH 科学課題研究」2 単位 

 ※生命科学コース全員及び 

  NDSU 特別進学コース･文理コース選択者 

(1)理科 学校設定科目「生命科学入門」 生命科学コース対象 

設定のねらい：２年次からの課題研究を円滑に進めるために必要な基礎的な知識、技術、考え方を

養う。IT を利用した実習・学習を設定することで「社会と情報」の内容を含める。 

(2)数学科 学校設定科目「探究数学Ⅰ」 生命科学･特別進学コース(難関国立系･国公立系)対象 

設定のねらい：数学の各分野を体系的に学ぶとともに「理科」との連携を図り、自ら探究していく

姿や、数学的・科学的な素養を育成する。 

(3)理科 学校設定科目「SSH 科学課題研究」 生命科学コース、NDSU特別進学・文理コース選択者対象 

設定のねらい：自然科学分野の課題研究に取り組む。SSH 事業の中でも特に重要な位置を占めてお

り、大学や研究機関と連携して、より充実した内容を目指す。発表におけるプレゼンテーション技

能の向上、情報の収集・処理や表現と伝達の方法の学習として「社会と情報」の内容や、教科横断

的に研究進めることで「総合的な探究の時間」の内容を含める。 

 

教育課程の特例に該当しない教育課程の変更 

  生命科学コース 特別進学（文理）コース 

第１学年 「実践英語」1 単位 

「グローバル自然探究」1 単位 

「グローバル自然探究」1 単位 ※選択者 

第２学年 「実践英語」1 単位 

「探究数学Ⅱ」6 単位 

「グリーンサイエンス」2 単位 

「亜熱帯自然探究」1 単位 

「探究数学Ⅱ」6 単位 ※選択者 

「グローバル自然探究」1 単位 ※選択者 

第３学年 「実践英語」１単位 

「探究数学Ⅲ」6 単位 ※選択者 

「探究数学Ⅲ」6 単位 ※選択者 

(1)外国語科 学校設定科目「実践英語」 生命科学コース対象 

設定のねらい：将来、科学分野で学ぶ生徒には、英語を用いた論文の読解力や表現力が不可欠であ

る。科学英語の基礎力養成や、英語運用能力の向上を目指したディベート授業などを行う。 

(2)理科 学校設定科目「グローバル自然探究」 生命科学コース、文理コース選択者対象 

設定のねらい：マレーシア国立サバ大学とツン・フセイン・オン大学との連携で熱帯雨林地域での自

然観察や環境学習を行う。異文化理解や英語運用能力の向上も促す。 

(3)数学科 学校設定科目「探究数学Ⅱ・Ⅲ」 生命科学・文理コース対象（探究数学Ⅱは生命科学コ

ース生徒全員及び文理コース選択者対象、探究数学Ⅲは両コース選択者対象） 

設定のねらい：数学の各分野を体系的に学ぶとともに「理科」との連携を図り、自ら探究していく 

姿や、数学的・科学的な素養を育成する。 

(4)理科 学校設定科目「亜熱帯自然探究」 生命科学コース対象 

設定のねらい：琉球大学・沖縄科学技術大学院大学との連携で、亜熱帯生態系をテーマとした実習

を行う。基本的な知識から専門的な研究手法まで自然に触れながら幅広く学ぶ。 

(5)総合的な学習「グリーンサイエンス」 生命科学コース対象 

設定のねらい：ESD 的な観点で展開される主体的な教育内容を展開し、持続可能な開発について多

様な側面から考えさせ、研究者として限りある地球環境とどう向き合うかを学ぶ。 



令和元年 6月 24 日（月）

（委員会に先立ち、課題研究の口頭発表を実施）

・「私たちにできるフィリピンの子どもたちへの持続可能な支援の在り方」

・「油脂分解酵母を求めて」

１．校長挨拶　　　　　　２．委員長挨拶　　　　　　３．平成 30 年度事業の反省と今年度の事業計画説明

４．委員の講評

友延委員

　文科省の評価は厳しいものだと思った。学校全体で SGHa も含め、SSH の取組みを進めて行くことは、生徒にとっても

良いと思う。生命科学中心で進めてきた取組みは、1つの特色である。違う方向へ変えていくのは、良さを捨て去る事

にならないかと感じている。

安藤委員

　中高生の科学論文審査などをしていると、生物だけで無く、公立は物理や化学も出てくる。公立は教員が関われてい

ないので生徒任せになっているところがある。関わっているのが生物だけではないので、広げて薄まる事が良い事なの

だろうかと思う。ある女性研究者から、今時「リケジョ」という言い方はどうなのかと言われた。今のやり方で今後も

ずっと続けていくのかどうかも考えなければならない。

植木委員長

　他校と比べる事をあまり意識されない方が良いと思う。学校の規模から考えると、中間評価は適正だと私は思う。無理

に増やすと逆に歪みが生じると思う。理系女子の研究会についてコメントが無いのは気になった。研究会についてアンケ

ートを取り、分析結果を報告書に載せる等して理解を得るようにすればよいのではないか。

川嶋委員

　関東地方では、清心の中間評価があまり良くなかったという事が噂になっていた。文科省は私立学校に対して評価が

厳しいのではないかという気もする。文系進学が本当に良いのかとニュースにもなっている。生命系というよりは、工

学系・情報系になってしまうが、将来職業選択の幅が狭まらないよう女子に勧めていくべきだと思う。生徒の方が危機

意識を持っていると思う。無理に理系に行けとは言わないが、理系に進んだ方が後々どちらにも進むことが出来ると思

うので、学校としても少し踏み込んで考えた方が良いと思う。

河野委員

　サイエンスの教育を学生にするポイントは２つある。１つは世界的なエリートを作る事、もう１つは一般人の底上げ

である。対象の学生全員が一流の研究者になる必要はないが、論理立てて物事を考えられる教育は全員に施されるべき

だと思う。中間評価に関しては、清心では発生学でレベルの高い研究をしているので、そこを評価して頂きたいと思っ

た。サイエンスは男女関係なく、学んで訓練して論理的思考を身につける物なので、早い内から生徒に教えてトレーニ

ングさせるのが大事だと思う。サイエンスは「知りたい」を追求する事なので、もう少しそこを強調した方が良い。

「リケジョ」という言葉の特別な概念を壊していきたい。

田島委員　

　中間評価はあまり気にすることはないと思う。無理な事は無理。人数を増やす事に関しては底上げがどのくらい出来

るか、それを努力するというアプローチもあるのではないか。豚コレラなどは、ワクチンを売りたいから病気を出した

のではないのかと言う人もいる。それを一般の人が判断できる社会が理想だと思う。

原委員　

　全教科の先生方で研究を進めていく事はとても素晴らしい事だと思う。知識や考え方を持っておく事は、全ての人間

に大切な事だと思うので、中間評価のそこの意見には大賛成である。理系に力を入れる中でも、どのような視点を持っ

た人を育てたいのかというところで、恵まれた環境で研究することだけではとても幅が小さいと思う。視野を広げ全て

の先生や学生、様々な立場の人と関わりながら体験する中で、自分の中から沸いて出た疑問を解決する道筋を応援して

いくような教育が出来ていくととても良いと思う。

第１回ＳＳＨ運営指導委員会



令和元年 1月 20 日（月）

（委員会に先立ち、課題研究の口頭発表を実施）

・「Array of sunflower seeds in seeing the Fibonacci sequence」　　　  ・「植物が受けているストレスの数値化」　

・「女性国会議員をふやすには・・・？～１７歳の政治意識から～」　　　　 ・「大気中を舞うビフィズス菌の探索」

１．校長挨拶　　　　　　２．委員長挨拶　　　　　　３．令和元年度事業の反省と今年度の事業計画説明

４．委員の講評

田島委員

　JSEC2019 の最終審査の結果を新聞で拝見したが、どこの学校も SSH 生徒研究発表会でも見たようなテーマばかりの中

で、清心は異なるテーマの研究で賞が取れたのですごく嬉しかった。国語的な能力を理系に繋げていく取り組みは非常

に大事なので、今後もっと伸ばしてもらいたい。

川嶋委員

　科学的な文章の書き方は文系理系関係なく必要なので、生命科学入門での取り組みは全体に広げると良いと思う。中

間評価でも言われたような、高校全体での取り組みに合っているので、第４期に繋がって来ると思う。集まれ理系女子

は、社会貢献に繋がっているので、とても良い活動をされていると思う。このまま継続出来るように第４期も続けてほ

しい。

池田委員

　一部の学生だけではなく、もっと広げなければならない。別の方向との連携を考えるとどんどん広がっていく感じが

する。先生方にストレスが溜ってしまうといけないが、第４期も頑張ってほしい。

安藤委員

　今後、コンソーシアムが鍵になるのかなと感じている。課題研究の中で、気象や気候変動のテーマがこれから大切に

なってくると思う。生き物全てが環境に関わっているので、広がりの１つの要素になると思う。

植木委員長

　現状は中学・高校バランス良く動いていると思っている。無理に増やす必要は無いと思う。教材研究が楽しい、やり

たいと思う先生が増えている状況であれば、増やしていけば良いが、さじ加減が大事かなと思う。社会にもっと影響を

与えるような立場に就くということも大事な事なので、引き続き強調していくと良いと思う。

第２回ＳＳＨ運営指導委員会

山田委員　

　難しい状況の中で先生方が頑張っているのがよく分かる。アンケートの作り方一つでも心理的に操作できるという事

を生徒に伝えていく事も大事。限られた資料の中で伝えることは難しいが、結果を正しく相手に伝えることが重要にな

ってくる。SSH に関わっている人達だけでなく、全ての生徒がスキルを少しでも身につけられるようなプログラムに参

加出来れば良いのではないか。良いところを全て取り入れる事は無理だが、この学校の良いところを削ってまで、違う

道筋を作るべきなのかは、難しい判断になってくる。

友延委員

　今まで積み上げてきた物は、大切にしていった方が良い。生命科学という一つの軸というのは大切な柱だと思う。

植木委員長

　言葉の表現で、大学と連携して取り組んでいるというプラスの表現が、ちょっとした表現で大学に丸投げになってい

るように捉えられてしまっているので、今後の報告書は少し表現を変えて載せると良いと思う。生命・環境等をやりな

がらも、他の分野でも活動していけるような人材作りを上手に伝えられる事が重要ではないかと思う。

原委員

　マレーシアの女性の英語の先生を雇い、アジアの理系の女性教員が直接指導すると、価値観などが変わってくる。社

会も違い、その素晴らしさも知ることが出来ると思う。

友延委員

　生徒を育てるために生涯学習課が役に立てる事が何かあるだろうか。小学生対象に講座を開き、こんなお姉ちゃんに

なりたいと憧れを抱いてもらう事や、消費生活関係で、高齢者向けの講座を定期的に開いてみる事も良いと思う。生命

科学コースだけではなく、文理コースや一般の方々と一緒にすることで、文系の方の理科の力を養うことも出来る。
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